
火災を防ぐために

あなたのお宅に、火災警報器はついていますか？
　日増しに秋の深まりを感じる季節。空気が乾燥し、また暖房器具を
使用する機会が増えるなど、火災が発生しやすい時季でもあります。
　10 月 15 日から 22 日は、秋の火災予防運動週間です。この機会に一度、
火災予防について考えてみませんか？

（表紙写真：消防団による放水訓練の様子）

広
報

2017 年
（平成 29 年）

№ 756

月号10

特   集
CONTENTS 
02 特集　火災を防ぐために
06 Pickup　三沢まつり
07 Pickup　三沢基地航空祭
08 Pickup　三沢市敬老会
09 定 定住自立圏イベント情報
10 T TOPICS
14  市政の動き
24 食 食改食堂
25 M  MCTV Channel Guide
26  気になる病気の話っこ
28  施設だより
30 ⓘ Information
36  Ｅ Editors' Choice



被
害
の
概
要

　

昭
和
41
年
1
月
11
日
、
14
時
14

分
頃
、三
沢
市
中
央
町
か
ら
出
火
。

19
時
55
分
ま
で
5
時
間
40
分
に
わ

た
っ
て
燃
え
続
け
た
三
沢
大
火
。

　

こ
の
日
は
風
速
20
ｍ
以
上
の
強

風
が
吹
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

被
害
の
あ
っ
た
一
帯
は
木
造
家
屋

が
密
集
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

瞬
く
間
に
繁
華
街
に
燃
え
広
が
り

ま
し
た
。
焼
失
し
た
区
域
は
、
中

央
町
一
丁
目
・
二
丁
目
の
一
部
お

よ
び
幸
町
一
丁
目
の
全
域
、
幸
町

二
丁
目
・
三
丁
目
の
一
部
に
及
び

ま
す
。

　

大
規
模
な
火
災
に
も
関
わ
ら
ず

奇
跡
的
に
死
者
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
３
９
９
棟
の
家
屋

が
焼
失
、
そ
し
て
８
２
８
世
帯
の

２
１
５
２
人
が
罹
災
者
と
な
っ
た

の
で
す
。

火
事
へ
の
対
応

　

強
風
な
ど
の
悪
条
件
の
中
、
消

防
本
部
は
死
力
を
尽
く
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
三
沢
大
火
を
鎮
め

る
た
め
に
、
多
く
の
機
関
・
人
々

の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
か
ら
間
も
な
く
、
米

軍
基
地
や
自
衛
隊
が
消
火
活
動
や

避
難
誘
導
に
協
力
。
ま
た
、
十
和

田
市
や
八
戸
市
を
は
じ
め
、
近
隣

市
町
村
の
消
防
隊
も
多
数
応
援
に

駆
け
付
け
、
市
の
消
防
隊
と
連
携

し
消
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
三
沢
大

火
は
よ
り
一
層
悲
惨
な
大
火
と

な
っ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
か
ら
の
支
援
、
そ
し
て
復
興
へ

　

未
曽
有
の
大
火
か
ら
立
ち
直
る

た
め
、
市
全
体
が
一
致
団
結
。
多

く
の
市
民
が
炊
き
出
し
や
救
援
物

資
の
整
理
な
ど
に
協
力
し
た
ほ

か
、
団
体
・
企
業
も
作
業
へ
の
協

力
や
施
設
・
物
資
の
提
供
な
ど
罹

災
者
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
団
体
・
個
人
か

ら
非
常
に
多
く
の
お
見
舞
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
義
援
金
、
救
援
物

資
が
連
日
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
義

援
金
の
総
額
は
1
億
7
千
万
円
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　

市
で
は
大
火
か
ら
の
復
興
に
あ

た
り
、
生
命
・
財
産
の
安
全
確
保

を
最
重
点
課
題
と
し
て
都
市
構
造

の
転
換
を
目
指
し
、
罹
災
し
た
地

域
を
建
築
物
の
防
火
構
造
を
義
務

づ
け
る
『
準
防
火
地
域
』
に
指
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
全
国
か
ら
の
温
か

い
支
援
、
そ
し
て
当
時
の
三
沢
の

人
た
ち
の
不
屈
の
意
志
を
も
っ

て
、
三
沢
の
街
は
見
事
な
復
興
を

遂
げ
た
の
で
し
た
。

三
沢
大
火
を
忘
れ
な
い

市
街
地
を
襲
っ
た
大
火

大
火
を
防
ぐ
た
め
に

　

三
沢
大
火
の
原
因
は
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
か
ら
の
出
火
で
し
た
。
そ
し

て
強
風
や
当
時
の
建
築
事
情
な
ど

の
条
件
が
重
な
り
、
未
曽
有
の
大

火
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

火
災
は
そ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
も
の
を
一
瞬
で
灰
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
火
は
瞬
く

間
に
燃
え
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

三
沢
大
火
か
ら
50
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
あ
の
よ
う
な
大

火
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
の
日
頃
の
注
意
が
最
も
大

切
な
の
で
す
。

※出典：三沢大火誌（三沢市発行）

▲大火翌日の市街地の様子

三 沢 大 火 焼 失 区 域

三沢市が発行した『三沢大火誌』
には、当時の状況がわかる写真や、
火災への対応から復興までについ
ての詳細な資料などが多数掲載さ
れています。
本書は、図書館でも閲覧すること
ができます。
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ご
自
宅
に
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　

瞬
く
間
に
燃
え
広
が
る
可
能
性

の
あ
る
火
災
。
気
づ
く
の
が
早
け

れ
ば
、
燃
え
広
が
る
前
に
消
火
で

き
た
り
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

火
災
で
発
生
す
る
煙
や
熱
を
感

知
し
、
音
声
や
警
報
音
な
ど
で
火

災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る

火
災
警
報
器
は
、
全
家
庭
の
必
需

品
で
す
。

多
く
の
命
を
救
っ
て
い
ま
す

　

総
務
省
消
防
庁
が
平
成
25
年
か

ら
平
成
27
年
ま
で
の
住
宅
火
災
の

被
害
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
家
庭
で

は
火
災
に
よ
る
死
亡
者
数
が
3
割

減
少
し
、
延
焼
床
面
積
や
損
害
額

が
概
ね
半
減
す
る
な
ど
の
効
果
が

現
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
た
こ
と
で
、「
就
寝
中
だ
っ

た
が
警
報
音
で
火
事
に
気
付
き
、

手
遅
れ
に
な
る
前
に
通
報
・
避
難

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
隣
人

が
警
報
音
に
気
づ
き
、
火
災
に
至

る
前
に
対
処
で
き
た
」
な
ど
の
事

例
が
、
市
内
に
お
い
て
も
多
数
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
置
は  ″
全
住
宅
〟
の
義
務
で
す

　
『
消
防
法
』
と
い
う
法
律
に
基

づ
き
、
平
成
18
年
6
月
以
降
に
新

築
す
る
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
も
平

成
20
年
6
月
よ
り
、『
三
沢
市
火

災
予
防
条
例
』
に
基
づ
き
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
義
務
が
あ

る
の
で
す
。

市
内
の
警
報
器
設
置
状
況
は
？

　

市
内
の
火
災
警
報
器
設
置
率

は
、
平
成
29
年
6
月
現
在
で
約

85
％
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家

庭
が
約
15
％
も
あ
る
状
況
で
す
。

　

火
災
警
報
器
は
あ
な
た
や
あ
な

た
の
大
切
な
人
の
、
か
け
が
え
の

な
い
命
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な

も
の
で
す
。ま
た
、設
置
し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
被
害
は
隣
近
所
に

ま
で
及
び
か
ね
ま
せ
ん
。

　

消
防
署
で
は
火
災
警
報
器
設
置

を
推
進
す
る
た
め
、
戸
別
設
置
調

査
や
未
設
置
の
ご
家
庭
へ
の
設
置

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

ぜ
ひ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

命
を
守
る
火
災
警
報
器

無
料
取
り
付
け
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

毎
年
、
三
沢
市
防
災
協
会
の
支

援
を
受
け
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
無
料
で
取
り
付
け
し
て
い

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
は
、
市
内
の

65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

（
同
居
し
て
い
る
方
の
全
て
が
65

歳
以
上
）
で
す
。

　

ま
だ
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
や
お
申
し

込
み
は
、
消
防
本
部
予
防
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
問
：
☎
54
―
４
２
７
９
）

設
置
済
み
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

お
済
み
の
お
宅
に
は
、
玄
関
先
な

ど
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
警
報
器
を
設
置
済
み
の
ご

家
庭
で
設
置
済
み
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
い
な
い
方
は
、
消
防
署
で
設
置

済
み
シ
ー
ル
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
問
：
☎
54
―
４
２
１
２
）

40

60

80

100

H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20

◀市内の住宅用火災警報器設置率は、
　平成 20 年以降急速に上昇しました
　が、近年はほぼ横ばいです。
　火災警報器で火災を防げたり、被害
　を低減できた事例は全国的にも数多
　く報告されています。火災警報器を
　設置することは、あなたや周りの人
　の生命・財産を守ることにつながる
　のです。　

市内の住宅用火災警報器の設置率

84.5％

▲住宅用火災警報器
　設置済みシール

簡
単
に
購
入
・
設
置
で
き
ま
す

　

火
災
警
報
器
は
、
家
電
量
販
店

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
が
天
井
や

壁
に
ね
じ
で
取
り
付
け
る
タ
イ
プ

で
、
配
線
や
大
掛
か
り
な
工
事
は

不
要
で
す
。

　

設
置
後
の
動
作
確
認
も
大
切
で

す
。
火
災
を
確
実
に
感
知
で
き
る

よ
う
、
月
に
一
度
乾
い
た
布
で
拭

く
と
と
も
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
・

紐
を
引
く
な
ど
し
て
作
動
点
検
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
池
切
れ
が
近
づ
く
と

ア
ラ
ー
ム
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
電
池
を
交
換
す
る
か
、
新
し

い
機
器
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
、本
体
の
寿
命
は
約
10
年
で
す
。

定
期
的
な
交
換
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
※
詳
し
く
は
、
製
品
の
取
扱
説

明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

基
本
的
に
は
全
て
の
寝
室
に
設

置
し
ま
す
。
寝
室
が
2
階
以
上
に

あ
る
場
合
に
は
階
段
に
も
設
置
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
四
畳
半
以
上

の
広
さ
の
部
屋
が
5
室
以
上
あ
る

階
に
は
、
廊
下
に
も
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寝
室
以
外
の
部
屋
や
台
所
へ
の

設
置
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
可
能
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。　

迷
っ
た
ら
消
防
署
へ
ご
相
談
を

　
「
説
明
書
を
読
ん
だ
け
れ
ど
、

や
は
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
」、「
我

が
家
の
構
造
で
は
何
個
設
置
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
方
は
、
お
近
く
の
消
防
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
署
関
係
者
が
設
置

の
お
願
い
の
た
め
ご
家
庭
を
訪
問

す
る
場
合
は
あ
り
ま
す
が
、
消
防

署
や
市
役
所
の
職
員
が
火
災
警
報

器
や
消
火
器
な
ど
の
訪
問
販
売
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

悪
質
な
詐
欺
な
ど
に
は
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
：
消
防
本
部
予
防
課

　
　
（
☎
54
―
４
２
７
９
）

▲火災警報器を購入する際は、
　『合格の表示』（左）や『NS
　マーク』（右）がついた製品
　を選びましょう。

日
頃
か
ら
火
災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

火
災
の
原
因
と
は
？

　

全
国
的
に
み
る
と
、
火
災
の
原

因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
『
放
火

（
疑
わ
れ
る
も
の
を
含
む
）』で
す
。

次
い
で
、『
た
ば
こ
』『
コ
ン
ロ
』

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
火
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
の

周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
こ
と
や
ご
み
出
し
の
日
時
を

守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か

ら
防
犯
・
防
火
へ
の
意
識
を
強
く

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
左
記
の
7
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
火
災

予
防
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
の

間
、
市
内
全
域
で
『
秋
の
火
災
予

防
運
動
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
は
消
防
署
や
消
防
団
を
は
じ

め
、
幼
年
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
や

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
町
内
巡
回
な
ど
で
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

秋
は
空
気
が
乾
燥
す
る
と
と
も

に
、
暖
房
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
る
な
ど
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
で
す
。
今
一
度
、
身
の
回

り
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
火
災

警
報
器
や
消
火
器
な
ど
の
設
置
を

家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
る
な
ど
、

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
に
は
？

［３つの習慣］

　○寝たばこは、絶対やめる。

　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置

　　で使用する。

　○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず

　　火を消す。

［４つの対策］

　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を

　　設置する。

　○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐ

　　ために、防炎品を使用する。

　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器

　　等を設置する。

　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、

　　隣近所との協力体制をつくる。

住宅防火　いのちを守る７つのポイント

ワンポイント消防

04MISAWA CITY  ☎ 0176-53-511105 広報みさわ　2017.10



　

公
会
堂
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
熱
戦

　

三
沢
ま
つ
り
の
前
夜
祭
が
開
催

さ
れ
た
8
月
24
日
、
例
年
ミ
ス
・

ビ
ー
ド
ル
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る

『
祭
ば
や
し
競
演
会
』
は
悪
天
候

の
た
め
、
9
年
ぶ
り
に
公
会
堂
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

迫
力
の
あ
る
大
太
鼓
、
華
麗
な

笛
と
音
頭
上
げ
、
そ
し
て
５
人
の

小
学
生
に
よ
る
息
の
合
っ
た
小
太

鼓
が
、
そ
の
腕
を
競
い
合
う
競
演

会
。
各
祭
礼
の
子
ど
も
た
ち
は
、

例
年
と
異
な
る
雰
囲
気
に
や
や
戸

惑
い
や
緊
張
を
見
せ
な
が
ら
も
、

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
披
露
。
公
会
堂
に
駆
け
付
け

た
人
々
は
魂
が
込
め
ら
れ
た
演
奏

に
聴
き
入
り
、
熱
い
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

15
年
目
の
山
車
自
主
制
作

　

前
夜
祭
の
翌
日
か
ら
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
各
祭
礼
が
趣
向
を
凝
ら

し
た
山
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
祭
礼
に
よ
る
山
車
の
自
主
制

作
が
始
ま
っ
て
か
ら
15
年
目
。
毎

年
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
制
作

さ
れ
た
山
車
に
は
祭
礼
の
人
々
の

情
熱
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
見
る

人
に
感
動
を
与
え
ま
す
。

　

見
物
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
人
々

は
、
夕
闇
に
煌
め
く
夜
間
運
行
や

日
中
の
勇
壮
な
運
行
、
威
勢
の
良

い
祭
囃
子
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

最優秀賞 中央町二丁目祭礼委員会 歌舞伎十八番「暫」

優 秀 賞

幸町一丁目祭礼委員会 頼光大江山の鬼退治　討伐軍猛将四天王

平畑祭礼委員会 董卓～専横極まる～

本町四丁目祭礼 日本のことわざ

特 別 賞

三沢市職員互助会 童話「ピノキオの冒険」

薬師町祭礼委員会 「桃太郎の鬼退治」

銀座連合町内会祭礼 安珍・清姫伝説

山車審査会祭りばやし競演会　
１ 位 ふるまき祭礼委員会
２ 位 平畑祭礼委員会
３ 位 銀座連合町内会祭礼
４ 位 中央町二丁目祭礼委員会
５ 位 新町祭礼
特別賞 中央町一丁目祭礼

　　

中央町二丁目祭礼委員会

最優秀賞

幸町一丁目祭礼委員会

優秀賞

三沢市職員互助会

特別賞

薬師町祭礼委員会

特別賞

銀座連合町内会祭礼

特別賞

平畑祭礼委員会

優秀賞

本町四丁目祭礼

優秀賞

ふるまき祭礼委員会

1 位

平畑祭礼委員会

2 位

銀座連合町内会祭礼

3 位

中央町二丁目祭礼委員会

4 位

新町祭礼

5 位

中央町一丁目祭礼

特別賞

三沢市 Facebook ページでは三沢まつりの写真を掲載中　    https://www.facebook.com/misawacity/

　

9
月
10
日
、
三
沢
基
地
内
に
お
い

て
、
今
年
も
『
三
沢
基
地
航
空
祭
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
同
様
、
こ
の
日
は
他
県
ナ
ン

バ
ー
の
車
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら

れ
、
仲
間
同
士
や
家
族
連
れ
、
航
空

フ
ァ
ン
な
ど
、
市
内
外
か
ら
約
9
万

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

朝
方
は
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
も
の

の
、
次
第
に
天
気
は
回
復
。
昼
前
に

は
青
空
が
広
が
り
、
夏
を
思
わ
せ
る

程
の
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、航
空
に
関
連
し
た
グ
ッ

ズ
売
り
場
や
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
が
建

ち
並
び
、
人
気
店
に
は
行
列
が
で
き

る
な
ど
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
航
空
機
、
戦
闘
機
用
武
器

弾
薬
な
ど
の
展
示
や
救
命
装
備
品
の

試
着
体
験
、
遭
難
者
救
出
訓
練
の
実

演
、
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
普
段
は

立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
基
地
内

で
の
珍
し
い
催
し
に
、
観
衆
は
目
を

奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
一
番
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
の
は
、
航
空
自
衛
隊
の
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
飛
行
チ
ー
ム
『
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
』
に
よ
る
曲
技
飛
行
で
す
。

　

一
糸
乱
れ
ぬ
編
隊
飛
行
や
、
機
体

同
士
が
す
れ
違
う
際
接
触
し
そ
う
な

程
機
体
同
士
を
接
近
さ
せ
る
様
に
観

衆
は
驚
嘆
し
、
晴
れ
渡
る
青
空
に
ス

モ
ー
ク
で
ハ
ー
ト
や
星
が
描
か
れ
る

と
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
毎
年
大
勢
の
人
が
訪

れ
る
三
沢
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

『
三
沢
基
地
航
空
祭
』。
今
年
も
大
勢

の
観
衆
を
魅
了
し
た
よ
う
で
す
。
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内閣総理大臣祝状贈呈（100 歳到達者）
　小 野 寺 　 コ ト さん （新町２丁目）
　坂 本 　 　 き さん　 （東岡三沢２丁目）
　笹 渡 　 リ チ さん （塩釜２丁目）
　髙 橋 　 ト ミ さん （緑町１丁目）
　田 中 　 な か さん （大字三沢字前平）
　中 村 　 コ ノ さん （細谷１丁目）
　根 岸 　 サ ン さん （下久保３丁目）

※大正 6 年 4 月から大正 7 年 3 月までに生まれた方

県知事顕彰状贈呈（88 歳到達者夫婦）
　明戸　勝美 さん・ミチヱ さん （淋代２丁目）
　柿本常太郎 さん・コトさん （越下１丁目）
　神山　　藏 さん・ハル さん （大津１丁目）
　川村武智男 さん・トシ さん （前平１丁目）
　工藤　惠三 さん・アヤ さん （本町２丁目）
　小山石辰昭 さん・せち さん （中央町２丁目）
　坂本源二郎 さん・キワ さん （中央町２丁目）
　髙橋　由男 さん・ミチヱ さん （大津３丁目）
　豊川賢四郎 さん・イサ さん （高野沢２丁目）
　野月　羯男 さん・キン子 さん （美野原３丁目）
　向井勝太郎 さん・ソワ さん （松園町２丁目）
　山本　武雄 さん・キヨ さん （大字三沢字堀口）
　蓬畑　正二さん・キミヱ さん （松園町２丁目）
　※どちらか一方が昭和 4 年４月から昭和 5 年３月に生まれ、ともに満 88 歳以上となるご夫婦

市長顕彰状贈呈（80 歳到達者）
　細川　トミ子 さん　ほか 302 人

市長表彰状贈呈
　髙 橋 　 武 久 さん （老人クラブ活動功労者）
　中 野 　 つ せ さん （　　　　〃　　　　　）
　成 田 　 暁 光 さん （　　　　〃　　　　　）
　三沢舞踊愛好会 （老人施設奉仕団体）

　

９
月
16
日
、
公
会
堂
大
ホ
ー

ル
で
『
第
54
回 

三
沢
市
敬
老
会
』

が
開
催
さ
れ
、
市
内
に
住
む
70
歳

以
上
の
高
齢
者
と
そ
の
家
族
ら
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

敬
老
会
の
案
内
状
が
送
ら
れ
た

高
齢
者
は
、
６
９
７
５
人
。
式
典

で
は

100
歳
到
達
者
、
88
歳
到
達
者

夫
婦
、
80
歳
到
達
者
、
そ
し
て
老

人
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
尽
力
し
た
個

人
と
老
人
施
設
に
奉
仕
し
た
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

種
市
市
長
お
よ
び
来
賓
の
三
村

県
知
事
、小
比
類
巻
市
議
会
議
長
、

小
檜
山
県
議
会
議
員
が
こ
れ
ま
で

の
功
労
を
讃
え
、
こ
れ
か
ら
の
健

勝
を
祈
る
式
辞
や
祝
辞
を
述
べ
る

と
、
80
歳
到
達
者
を
代
表
し
、
顕

彰
状
を
授
与
さ
れ
た
細
川
ト
ミ
子

さ
ん
が
「
こ
の
よ
う
な
会
を
催
し

て
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。豊
か
な
人
生
経
験
を
活
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
社
会
貢
献
し
て
い
く

た
め
、
積
極
的
に
地
域
社
会
に
飛

び
出
し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
三
沢
市
老
人
ク
ラ

ブ
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催

さ
れ
、
日
本
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
軽
妙
な
司
会
進
行
に

笑
い
、
華
麗
な
踊
り
を
観
賞
し
、

敬
老
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

上十三・十和田湖広域定住自立圏域内で

開催されるイベントなどの情報をお知ら

せします。

　　　東北町
　　　生き活き産業文化まつり

　東北地区・上北地区の２会場でさまざまな催しを行
います。
東北地区：地場産野菜販売、地場産牛・馬肉即売会、
　　　　　しらうお・わかさぎ・しじみ販売、特産品販売  など
上北地区：東北町産牛肉販売、地場産野菜即売会、
　　　　　しらうお・わかさぎ販売  など
日　時　11 月 4 日（土）～ 5 日（日）
場　所　東北地区…北総合運動公園　　　　
　　　　上北地区…町民体育館・文化センター
問い合わせ先　東北町農林水産課（☎ 56-3111）

　　　十和田市
　　　第３回世界流鏑馬選手権

　全国５カ所で開催されたスポーツ流鏑馬大会の上位
入賞者約 50 人が参加し、全国 1 位を決定します。
日　時　10 月 14 日（土）～ 15 日（日）
場　所　十和田市中央公園緑地
問い合わせ先　
十和田流鏑馬観光連盟（十和田乗馬倶楽部内）

（☎ 26-2945）

奥入瀬エコロードフェスタ

　彩り鮮やかな秋の奥入瀬を散策してみませんか。
期間中は、十和田西高生によるボランティアガイド
ウォークなど各種イベントが予定されています。
日　時　10 月 28 日（土）～ 29 日（日）
場　所　十和田市焼山地区、奥入瀬渓流、休屋地区
問い合わせ先　

（一社）十和田市観光協会（☎ 24-3006）

　　　六戸町
　　　メイプルタウンフェスタ 2017

　一戸から九戸までの特産品
販売に加え、上十三地域のう
まいものが大集合！
　恒例のおもしろイベントも
盛りだくさん。家族で、友達
同士で出かけよう。
日　時　11 月 4 日（土） 10:00 ～ 17:00
　　　　11 月 5 日（日）　9:00 ～ 16:00
場　所　六戸町総合体育館　ほか
問い合わせ先　
メイプルタウンフェスタ実行委員会（六戸町産業課内）

（☎ 55-3111）

　　　六ヶ所村
　　　ふるさと新鮮朝市

　とれたて野菜や新鮮な海産物、それを使った加工品
などを販売します。
日時・場所　
10 月 14 日（土）7:00 ～　泊地区イベント広場
10 月 28 日（土）7:00 ～　尾駮小学校跡地
問い合わせ先　六ヶ所村商工会（☎ 0175-72-2331）

六ヶ所村村民文化祭

　作品展示や芸能発表などが行われます。村の文化と
芸能の祭典で、芸術の秋を楽しみませんか？
日　時　10 月 27 日（金）～ 28 日（土）
場　所　文化交流プラザスワニー
問い合わせ先　

（一財）六ヶ所村文化振興公社（☎ 0175-72-3400）

2017 六ヶ所村異文化交流フェア

　外国人とのふれあいを通して、異文化に親しんでも
らおうというイベントです。村内在住の外国人たちが
ブースやイベントで各国の文化を紹介します。
日　時　10 月 28 日（土）
場　所　文化交流プラザスワニー
問い合わせ先　

（一財）六ヶ所村文化振興公社（☎ 0175-72-3400）

 定　定住自立圏イベント情報 
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航空自衛隊第 3 航空団司令兼三沢基地司令着任あいさつ 
8 月 10 日

　航空自衛隊第 3 航空団司令兼三沢基地司令の鮫島建一空将補
が種市市長を訪問し、着任のあいさつをしました。
　8 月 8 日付で着任した鮫島空将補は、平成 8 年から 5 年間三
沢で勤務した経験があり、今回は 16 年ぶりの赴任となります。
種市市長と面会し「日頃からご支援や温かいサポートをいただ
き、ありがとうございます。皆さまのご理解や信頼を損なわな
いよう、さらに関係を発展させていけるよう任務に臨みます」
とあいさつしました。
　また、その後報道陣の取材に応じた鮫島空将補は「F35 戦闘
機の配備など、将来にわたって自衛隊が任務を遂行するために
重要な任務があるので、全力をあげて取り組みたいと思います」
と着任にあたっての抱負を語りました。

堀口中学校女子剣道部、女子バレーボール部が全国大会出場を報告
8 月 10 日

　堀口中学校女子剣道部の平川愛理さん（3 年）と女子バレー
ボール部員 18 人らが市役所を訪れ、佐賀県で開催される『第
47 回全国中学校剣道大会』と、宮崎県で開催される『第 47 回
全日本中学校バレーボール選手権大会』への出場を種市市長に
報告しました。
　 平川さんは、7 月中旬に開催された『第 68 回青森県中学校体
育大会夏季大会』剣道女子個人の部において優勝。また、女子
バレーボール部は、8 月上旬に秋田県で開催された『第 47 回東
北中学校バレーボール大会』において 3 位入賞。両者ともに見
事全国大会への切符を手にしました。
　報告会では、選手一人一人が全国大会に向け決意を表明。平川
さんは「どんなに強敵であっても正面からぶつかっていきます」、
女子バレーボール部主将の根岸美波さん（3 年）は「部員一丸となっ
て一戦一戦全力で戦います」と力強く意気込みを語りました。

ユニバーサルマナー検定（3 級）が開催されました
8 月 7 日

　総合社会福祉センターでユニバーサルマナー検定（3 級）が開催されました。
　高齢者や障害者をはじめ、手助けを必要とする人々にどのように接するのが良いのか、またどのような心構えが必要なのかなど、
誰もが暮らしやすいまちづくりを目指すために考案されたのが『ユニバーサルマナー検定』です。ユニバーサルマナー検定が青森県
内で開催されたのは初めてのことで、中学生や高校生、市民を含む 40 人が受講しました。
　講師として招かれた株式会社ミライロの山田大地氏は、2 万人に 1 人の割合で発症する「軟骨無形成症」という難病により、身長
は約 130cm。指定難病をもつ当事者の視点から講義が行われました。
　「障害とは人にではなく環境にあるもの。施設のバリアフリー化や周りの人の助けがあれば、できないことは少なくなります」と話
す山田氏は「どのように手助けをすれば良いかわからず声をかけられない方や、善意の手助けが過剰と受け取られてしまう方もいます。
人によって求めるものは違うので、コミュニケーションをとることを心がけましょう」とアドバイス。その後、グループごとの話し
合いや発表が行われ、最後に受講者全員に『ユニバーサルマナー検定　3 級』の認定証が交付されました。
　受講した高校生は「日常で役立つ知識なので、早速明日から実践しようと思います。また、自分と同世代の人たちにもユニバーサ
ルマナーの考えを伝えたいです」と学んだことを振り返っていました。

TOPICS  ＴＴ  TOPICS 

『三沢市高齢者ほっとワーク見守り隊』登録証交付式
8 月 29 日

　総合社会福祉センターで『三沢市高齢者ほっとワーク見守り
隊』の登録証交付式が行われました。
　この取り組みは、認知症対策の一環として、市と市内民間事
業者が連携して行う高齢者見守り事業で、今年度から始動。見
守り隊として登録を受けた事業者は、業務中に気づいた高齢の
方の異変などを市に連絡し、迅速・適切な支援に繋げます。
　市では、以前より社会福祉協議会や民生委員・児童委員と連
携し、見守り活動を行っていますが、新たに民間企業の協力が
加わることで見守りネットワークが一層充実し、高齢者がより
安心して暮らせる地域の実現が期待されます。
　交付式には、事業の趣旨に賛同し、市と覚書を締結した市内
企業 30 社が出席。種市市長より登録証の交付を受けた出席者は、
これまでに自社で取り組んできた見守り活動を紹介するととも
に、今後の活動への意気込みを語りました。

ウェナッチバレー友好親善使節団が来日
8 月 22 日

　アメリカ合衆国ワシントン州のウェナッチバレー姉妹都市友
好親善使節団 20 人が三沢市に到着し、国際交流教育センターで
歓迎セレモニーが開催されました。
 　国際交流教育センターに到着した使節団は拍手で迎えられ、
また三沢第一幼稚園の園児から花と合唱で歓迎されると、笑顔
がこぼれていました。
　セレモニーでは、種市市長が「ウェナッチバレーの皆さんは
家族同様です。どうぞ日本の家族の一員として生活を共にし、
三沢を楽しんでください」とあいさつし、一人一人にウェルカ
ムカードを手渡しました。これを受け、使節団の団長を務める
東ウェナッチ市のスティーブン・レイシー市長と、ウェナッチ
市のフランク・クンツ市長は、それぞれ感謝の言葉を述べました。
　最後に、使節団はホストファミリーと壇上で対面。握手をし
たり、抱き合ったりと、親しみと喜びを表していました。

第五中学校が台湾交流事業での訪問報告 
8 月 10 日

　市役所で、7 月 27 日から 31 日にかけて台北市を訪問してい
た第五中学校の冨田校長、生徒らが帰朝報告を行いました。
　国際理解教育を進める第五中学校では、台湾の台北市立天母
國民中学とこれまで 18 年間にわたり交流を継続。姉妹校として
平成 12 年から訪問団の派遣・受け入れを実施しています。今年
は校長、生徒 6 人のほか、教員、PTA 役員ら総勢 17 人の訪問団
が 11 回目となる台北市を訪問し、ホームステイや異文化体験な
どを通し友好を深めました。
　はじめに、団長である冨田校長が今回の訪問を振り返り所感
を報告した後、団員一人一人がそれぞれの体験や感想を報告。
生徒らは「言葉が通じなくても、伝えようとする気持ちの大切
さを学んだ」、「台湾や中国語に更に興味を持った」、「これから
も交流を続けていきたい」と語り、現地で温かい歓迎を受け、
有意義な時間を過ごしたことを報告していました。

青森県民駅伝競走大会三沢市選手団結団式
8 月 30 日

　市役所で第 25 回青森県民駅伝競走大会に出場する三沢市選手
団の結団式が開催されました。
 　毎年青森市で開催される同大会には、県内の全 40 市町村が
参加。今年は 9 月 3 日（日）に開催され、各市町村から選抜
された中学生から社会人までの男女 8 人のチームが、8 区間・
33.8km で熱戦を繰り広げます。
 　結団式では、種市市長が「青森路を駆け抜ける姿は、市民に
勇気と感動を与えてくれます。日頃の練習の成果を存分に発揮
し、昨年以上の成績を目指して頑張ってください」と激励。そ
の後、15 人の三沢選手団を代表して大澤怜旺君（堀口中 3 年）
と成田桃音さん（堀口中 3 年）がユニフォームに身を包み、「一
本のたすきに三沢市民の思いを込め、自分と仲間を信じ、力の
限り全力で走り抜きます」と健闘を誓っていました。
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TOPICS  Ｔ

救急フェアが開催されました
9 月 2 日

　県立三沢航空科学館で、救急フェアが開催されました。
　9 月 9 日が『救急の日』であることにちなんで開催されたこ
のイベント。会場にはさまざまな消防車両・救急車両が展示され、
子どもたちは消防士の制服に身を包み、車両の前でポーズを取っ
て記念撮影を楽しんでいました。また、はしご車への搭乗体験
や消火器体験、火災時の煙の状況を体験できる『煙体験ハウス』、
AED を使用した救命処置の講習などもあり、来場者は楽しみな
がら消防や救急についての理解を深めていました。
　ドクターヘリの実演では、倒れている人を発見した人が 119
番通報および救命処置を行い、現場に到着した救急救命士が処
置を行うとともに、八戸市立市民病院のドクターヘリが駆けつ
けるという一連の訓練を公開。実際の無線でのやり取りの様子
が放送されるなど緊張感のある訓練に、来場者は見入っている
様子でした。

災害時における対応についての協定締結式
9 月 2 日

　特別養護老人ホームうるわしの杜で、介護老人保健施設やす
らぎ苑と根井町内会が、また特別養護老人ホームうるわしの杜
と千代田町内会が、それぞれ災害時における対応についての協
定を締結しました。
　この協定は、災害時等に地域と施設が互いに協力し合い、被
害の軽減を図るものです。
　例えば、施設では夜間の職員数は日中より少ないため、夜間
に災害等が起こると、施設利用者への初期対応が不十分となる
恐れがあります。その場合、地域の住民がいち早く施設に駆け
付け、施設職員が到着するまでの間、初期対応を支援します。
　また、災害等により家を失うなどした帰宅困難者が地域に発
生した場合、施設がその地域住民を受け入れます。
　今後は協定の実効性を高めるため、訓練を実施するなどして
有事に備えていくとのことです。

初芝富田林高校が修学旅行で三沢を訪問
9 月 1 日～ 9 月 3 日

　大阪府の初芝富田林高校 2 年生の生徒 73 人が、農業体験修学
旅行のため三沢市を訪れました。
　農業体験学習を行う修学旅行を受け入れるこの取り組みは、
生徒たちに三沢市および農業への理解を深めてもらおうと、三
沢市グリーン・ツーリズム推進協議会が平成 6 年から毎年実施
しているもの。また、初芝富田林高校は、平成 8 年から三沢市
を農業体験学習先の一つにしています。
　市民の森屋内ゲートボール場で行われた入村式を終えると、
生徒たちは早速 4 人程度の班に分かれ、受け入れ先となる市内
の各農家宅へと移動。実際に宿泊し、農作業をするなどして農
家の暮らしを体験しました。
　最初は緊張した様子を見せていた生徒たちでしたが、次第に
宿泊先の農家の方とも打ち解けていき、最後には別れを惜しん
でいました。

東部地区中学校英語スピーチコンテスト
9 月 1 日

　国際交流教育センターで、東部地区中学校英語スピーチコン
テストが開催されました。
　このコンテストでは、英語で物語の暗唱を行う『暗唱の部』と、
自分の体験や考えを英作文にまとめスピーチを行う『創作の部』
に分かれ、英語力や表現力が競われます。三沢市、おいらせ町、
六戸町の中学校から代表として選ばれた、1 年生から 3 年生の
生徒 37 人が参加しました。
　参加者はステージ上で、マイクを使わずに堂々とスピーチを
披露。発音の正確さはもちろん、声の抑揚や緩急をつけ、また
時には身振り手振りを交えるなど、どの参加者も工夫を凝らし
表現力豊かなスピーチを行い、会場に集まった人々はスピーチ
が終わると大きな拍手を送っていました。

Ｔ  TOPICS 

みさわ港まつりが開催されました
9 月 3 日

　三沢漁港の魚市場周辺を会場に、みさわ港まつりが開催され
ました。
　この日は晴天に恵まれ、午前中から多くの人が来場。魚市場
ではお祭りでおなじみの屋台に加え、海産物やイカ焼き、マグ
ロの解体ショーなど漁港ならではの販売もあり、訪れた人々を
楽しませていました。
　また、日中の港まつりのメインイベントの１つである『舟こ
ぎ大会』には 13 チームが参加。1 チーム 7 人がチームワークを
発揮してオールと舵で舟を操りタイムを競いました。序盤大き
くリードしていたチームが折り返し地点で苦戦し、最後はデッ
トヒートを繰り広げるなどの名勝負に、会場は大いに盛り上がっ
ていました。
　夜には恒例の花火大会を開催。約 5,000 発の花火が打ち上げ
られ、夜空を彩っていました。

連合町内会が九州北部および秋田県大雨災害へ義援金
9 月 6 日

　三沢市連合町内会の川畑好弘会長らが市役所を訪れ、九州北
部および秋田県大雨災害への義援金を種市市長に手渡しました。
　この義援金は、7 月 5 日に発生した九州北部豪雨災害と、7
月 22 日に発生した秋田県大雨災害を受け、8 月上旬に連合町内
会が市内全町内会へ寄付を呼び掛けたもので、今回の寄付額は
4,482,300 円にのぼりました。
　川畑会長は「被災地と被災された方々の一日も早い復興を願
い、この義援金を日本赤十字社青森県支部三沢市地区長である
種市市長に託します」と義援金額分の小切手を手渡すと、種市
市長は「多くの寄付をしていただき、感謝申し上げます。いた
だいた義援金は日本赤十字社を通じて責任をもって寄付します」
と応えました。

フェスタ・デル・ソル～太陽の祭り～が開催されました
9 月 9 日～ 10 日

　航空祭の前日および当日、アメリカ広場を会場に『フェスタ・デル・ソル～太陽の祭り～』が開催されました。
　「航空祭をきっかけに三沢を訪れた人々に、基地の外の三沢の街を楽しんでもらいたい」という思いから、３年前から航空祭の前日
に開催しているこのイベント。具体的な統計こそないものの「三沢市は東北地方で有数のテキーラ消費地」という噂をもとに、テキー
ラや原産地のメキシコをテーマにしたイベントが企画されました。3 回目の開催となった今回は、「前日だけでなく当日も開催してほ
しい」という声が多かったことから、前日祭に加え、当日の早朝から夕方まで開催されました。
　このイベントの主催者である Obara Bar 代表の小原輝久さんは「テキーラやカクテルを提供する出店者には、テキーラの知識や扱
い方を学んでもらうため、日本テキーラ協会が認定する『テキーラマエストロ』の資格を取得してもらい、フードメニューもテキー
ラに合うものを考えてもらいました。これからもテキーラで三沢を盛り上げていきたいと思います」と意気込みを語りました。
　会場となったアメリカ広場では、テキーラマエストロによるオリジナルカクテルや熟成年数などで味わいが異なるさまざまな種類
のテキーラの飲み比べを楽しむ人々、そしてボリューム満点のバーベキュー料理に舌鼓を打つ人々の姿が見られました。また、日本
テキーラ協会の林生馬会長が美味しいテキーラの飲み方を実演すると、テキーラを買い求め実践する来場者もいました。
　航空祭の前夜には会場の盛り上がりも最高潮を迎え、アメリカ広場は陽気な音楽を聴きながらお酒と料理を楽しむ人々で溢れてい
ました。

12MISAWA CITY  ☎ 0176-53-511113 広報みさわ　2017.10



弾道ミサイルが発射された場合のＱ＆Ａ
　他国から弾道ミサイルが発射され青森県内での被害が予測される場合、国が J アラートを活用して、防災
行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、携帯電話・スマートフォンの緊急速報メール
等により緊急情報をお知らせします。
　弾道ミサイルは発射から短時間で着弾しますので、落ち着いて行動するようにしてください。また、テレ
ビやラジオからの情報収集も行ってください。

※詳細については、国民保護ポータルサイト (http//www.kokuminhogo.go.jp/) をご覧ください。
問い合わせ先　防災管理課（内線 253）

Ｑ１. 屋内にいる時、Ｊアラートが鳴ったらどうすればよいのですか？
Ａ . できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋に移動してください。

Ｑ２. 屋外にいる時、Ｊアラートが鳴ったらどうすればよいのですか？
Ａ . できる限り近くの建物や地下に避難してください。近くに建物がない場合は、

物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守ってください。
また、自動車の車内にいる場合は、直ちに車を止めて、近くの建物などに避
難するか、車から離れて物陰に身を隠す等の行動をしてください。

Ｑ３. いつまで、避難（行動）していればよいのですか？
Ａ . Ｊアラートは、国が発報するシステムになっており、弾道ミサイルの「発射

情報」のほか、「落下情報」や「上空通過情報」があります。
しかし、その後の避難行動の解除については、Ｊアラートからは放送されま
せん。各自がテレビ・ラジオ等の情報をもとに判断してください。

Ｑ４. 周辺に着弾した場合はどうすればいいですか？
Ａ . 屋外にいる場合は、口と鼻を布で覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い

屋内または風上 ( かざかみ ) へ避難してください。
また、屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、すき間をできるだけふ
さいで室内を密閉するようにしてください。

Ｑ５. 避難訓練はしないのですか？
Ａ . 津波であれば高台や海岸から離れた陸側に逃げることが時間的に可能であるため、避難場所等の指定が

されています。しかし、弾道ミサイルはどこに着弾するか判りませんので、あらかじめ避難先を決めて
訓練を行なうことは非常に危険です。
また、J アラートが鳴ってから弾道ミサイルが着弾するまでの時間も数分しかなく、移動可能な距離が
限られますので訓練の効果があまり期待できません。むしろ屋外に出ること自体が危険です。

Ｑ６. 学校などの公共施設は避難場所ではないのですか？
Ａ . 弾道ミサイルは、どこに着弾するか判りませんので、学校などの公共施設であっても安全が担保される

ものではなく、避難場所として指定された場所ではありません。

市政の動き     市政の動き

40 歳から 74 歳までの三沢市国民健康保険加入者の皆さん

　市では、平成 29 年 4 月 1 日現在に 40 歳から 74 歳の国民健康保険加入者を対象に『特定健診』を実施しています。
　健診では、身長・体重・腹囲・血圧測定・尿検査・血液検査・診察（個別健診の場合は、医師の診断により心電図・貧血検査
を実施）などが受けられ、生活習慣病の予防や病気の早期発見・早期治療につながります。
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▼三沢市国民健康保険加入者数の推移 ▼ 1 人当たり療養諸費の推移

▼特定健診受診率の推移

全国と比べ低くなっている青
森県の特定健診受診率。
そ の 中 で も、 三 沢 市 は 2 年
連続で受診率が県内最下位と
なっているのです。

国民健康保険加入者数は
年々減少している一方
で、1 人当たりの医療費
は増加傾向にあります。
このことは、年々家計が
負担する医療費が増加傾
向にあることを意味する
とも言えます。

健康を守るため、家計の医療費負担を減らすため、健診を受けましょう！

●特定健診を受けた方と受けていない方との医療費を比較すると、受けていない方の医療費が１．４倍も高い状況です。
●ご家族やご近所、お友達、皆さんで誘い合って 1 年に 1 回特定健診を受診し、生活習慣病の発病や重症化を予防しましょう。
　医療費が低く抑えられ、家計への負担も少なくなります。
●生活習慣病などで治療中の方も特定健診の対象者です。かかりつけ医に相談し、『みなし健診』をお勧めします（こちらも
　費用はかかりません。詳しくは、案内通知をご覧ください）。
●受診券を紛失された方には再発行します。お気軽に国保年金課へお電話ください。
問い合わせ先　国保年金課（内線 298）

『健康で長生き』を目指すためには、定期的な健診が不可欠です。しかし現状は…

健康維持に役立つだけではありません。特定健診には『さらに』お得なポイントがあります！
〇通常 6,588 円以上する健診が、なんと「０円」で受けられます。
〇特定健診を受けるだけで、健康ポイントを 3 ポイントもらえます。各種がん検診と結果相談会を併せて受けて 10 ポイント
　貯めると、500 円分の『空街商品券』をもらえます。
〇医師や保健師、栄養士からあなたの健康について詳しく説明を受けることができます。

44.7

29.0

19.0

46.2
35.534.0

48.6

31.8

47.6

29.9 23.522.3
21.419.4

（出典：青森県特定健診・特定保健指導実施状況（平成 29 年 2 月））

（出典：国民健康保険図鑑） （出典：国民健康保険図鑑）

元気なあなたも特定健診を受けましょう！

『特定健診（0 円）』を受けないなんてもったいない！
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市政の動き   

関係機関
・市役所
・警察署   ほか

学校評議員制度
学校が保護者や地域と情
報共有し、一体となって
学校支援に当たる制度。

学校関係者評価委員会
学校自身の自己評価を基軸と
し、その結果を公表するととも
に外部評価として実施し、総
合的に成果の検証を行う組織。

地域学校協働本部（新設）
各校１名・12 校の地域コーディネーターと
２名の統括コーディネーターで構成され、
学校支援ボランティアグループの組織強化
を図るとともに、以下の活動を実施する。
①授業や実験・実習等の補助
②部活動等の指導
③図書の整理・読み聞かせ，学校環境整備
④登下校時における子供の安全確保
⑤学校行事の運営支援　など

学校
校長

PTA
会長

教育委員会
教育長

統括コーディネーター
（新設）※生涯学習課

連携・協働

説明・相談

意見・相談

説明・相談

意見・相談

説
明
・
相
談

意
見
・
助
言

説
明
・
相
談

意
見
・
助
言

連携・協働

『三沢版コミュニティスクール』推進プラン

地域コーディネーター（新設）
市内の小学校 7 校および中学校 5 校に『地
域コーディネーター』を配置し、学校支援
ボランティアグループの組織的強化を図る。

・
堀
口
中

・
第
五
中

・
第
二
中

・
第
一
中

・
第
三
中

・
お
お
ぞ
ら
小

・
三
川
目
小

・
三
沢
小

・
岡
三
沢
小

・
木
崎
野
小

・
上
久
保
小

・
古
間
木
小

『三沢版コミュニティスクール』が

スタートします！

『三沢版コミュニティスクール』が

スタートします！

地域と一体となって子供たちを育む『地域とともにある学校』を目指して

学
校
に
不
可
欠
な
地
域
の
支
援

　

子
供
た
ち
の
教
育
や
学
校
の
運
営
に
お
い
て
、

地
域
の
皆
様
か
ら
の
支
援
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
現
在
、
市
内
の
小
中
学
校

で
は
多
く
の
皆
様
か
ら
、
課
外
活
動
や
学
校
環

境
整
備
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
活
動
は
学
校
単
位
に

と
ど
ま
り
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連

携
や
、
各
学
校
間
に
お
け
る
活
動
の
情
報
共
有

等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

三
沢
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
？

　

三
沢
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学

校
運
営
に
地
域
の
声
を
積
極
的
に
生
か
し
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

既
存
の
地
域
の
声
を
学
校
づ
く
り
に
反
映
す

る
仕
組
み
で
あ
る
『
学
校
評
議
員
制
度
』
と
『
学

校
関
係
者
評
価
委
員
会
』に
加
え
て
、新
た
に『
地

域
学
校
協
働
本
部
』
を
設
置
す
る
こ
と
で
、学
校
・

家
庭
・
地
域
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
働

で
き
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

　

地
域
学
校
協
働
本
部
は
、
学
校
と
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

市
内
各
校
に
配
置
さ
れ
る
『
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
』
と
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
教
育
委
員
会
事
務
局
に
配
置
さ
れ

る
『
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
』
に
よ
り
構
成
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
連
携
し
て
、
学
校
と
地

域
と
を
結
び
付
け
ま
す
。

　

今
後
、
協
働
活
動
を
進
め
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
地
域
の
皆
様
の
参
画
を
得
て
、
地
域
全
体

で
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い

く
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

～学校支援力強化のための体制組織～

  市政の動き

地
域
ぐ
る
み
で
学
校
応
援
へ

推
進
プ
ラ
ン
策
定
の
趣
旨
と
経
緯

　
「
三
沢
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
推
進
プ
ラ
ン
は
、
三
沢
市
教
育

大
綱
、
①
「
確
か
な
学
力
」、
②
「
豊

か
な
心
」、
③
「
健
康
で
活
力
あ
る

体
」
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
を
推
進

す
る
た
め
の
一
つ
の
教
育
施
策
と
し

て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働
す

る
体
制
組
織
の
強
化
を
目
指
し
た
も

の
で
す
。

　

学
校
支
援
力
強
化
の
た
め
の
体
制

組
織
構
築
の
視
点
は
、
①
「
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
」、

②
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の

転
換
」、
③
「
子
供
も
大
人
も
学
び

合
い
、育
ち
合
う
教
育
体
制
の
構
築
」

で
あ
り
ま
す
。

　

三
沢
市
及
び
三
沢
市
教
育
委
員
会

が
推
進
す
る
「
三
沢
版
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
は
、「
学
校
の
た

め
に
な
る
こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
た

め
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
大
き
な

柱
と
し
た
組
織
で
あ
り
ま
す
。
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
実
施
母
体
で
あ
る

市
内
小
中
学
校
か
ら
な
る
三
沢
市
校

長
会
の
中
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
組
織
し
、
教
育
委
員
会
の
代
表

も
入
り
、
二
年
に
わ
た
り
協
議
を
繰

り
返
し
、
今
回
の
「
三
沢
版
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の
策
定
に
至
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

推
進
プ
ラ
ン
の
体
制
組
織

　

こ
の
推
進
プ
ラ
ン
の
体
制
組
織

は
、「
三
沢
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
を
「
学
校
応
援
団
」
と
位
置
付

け
、
現
行
制
度
で
、
す
で
に
実
施
し

て
い
る
、「
学
校
評
議
員
制
度
」
と
、

学
校
評
価
の
成
果
を
検
証
す
る
「
学

校
関
係
者
評
価
委
員
会
」、
そ
し
て
、

新
た
に
学
校
支
援
の
組
織
の
強
化
を

図
る
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
を
加

え
て
、
学
校
を
核
と
す
る
「
三
沢
版

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
推
進
プ

ラ
ン
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換

　

現
在
、
市
内
で
は
、
学
校
単
位
で

授
業
・
実
習
の
補
助
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
部
活
動
の
指
導
、
行
事
の
運

営
支
援
な
ど
に
計
四
十
団
体
以
上
、

千
人
超
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
取
組
の
格
差
が
生
じ
る

な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

子
供
た
ち
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、「
開
か
れ
た
学
校
」
か
ら
更
に

一
歩
踏
み
出
し
、「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

学
校
応
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

三
沢
市
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
吉
田  

健

地域コーディネーター 12 名を任命しました

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト

　

９
月
13
日
、
市
役
所
で
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
全
小
中
学
校
12
校
に
１
名
ず
つ
配
置

さ
れ
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
今
回
選
任

さ
れ
た
方
々
は
、
日
頃
か
ら
地
域
や
学
校
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
実
践
し
て
お
り
、
各

学
校
長
か
ら
推
薦
を
受
け
た
方
々
で
す
。

　

交
付
式
で
は
、
吉
田
教
育
長
が
一
人
一
人
に

委
嘱
状
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、「
各
校
に
お

け
る
地
域
の
代
表
と
し
て
、
開
か
れ
た
学
校
か

ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
出
し
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
へ
の
転
換
を
目
指
す
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
取
組
、
連
携
・
協
力
を
密
に

　

こ
れ
か
ら
学
校
と
地
域
を
結
び
付
け
る
役
割

が
期
待
さ
れ
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
県

内
で
も
ま
だ
取
組
事
例
が
少
な
く
、
こ
れ
か
ら

手
探
り
で
進
め
て
い
く
部
分
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
緊
張
し
た
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
吉
田
教
育
長
か
ら
「
今
ま
で
の
取

組
を
更
に
よ
く
し
て
い
く
た
め
の
懸
け
橋
と

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ま
た
教
育
委
員
会
事

務
局
か
ら
「
初
め
て
の
取
組
な
の
で
、
学
校
や

教
育
委
員
会
な
ど
と
協
力
・
連
携
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
を
受
け
、
緊

張
が
和
ら
い
だ
よ
う
で
し
た
。

　

第
三
中
学
校
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
一
戸
実
さ
ん
は
「
地
域

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
、
難
し
い
部

分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
の
取

組
な
の
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
活

動
し
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人

の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

地域コーディネーター（12 名）
学校名 地域コーディネーター氏名

古間木小学校 二ツ森　孝子

上久保小学校 岩本　ヤヨエ

木崎野小学校 藤尾　裕子

岡三沢小学校 齋藤　由美子

三沢小学校 佐藤　研聖

三川目小学校 髙橋　正男

おおぞら小学校 小向　香織

第一中学校 新山　いく子

第二中学校 柳瀬　信子

第三中学校 一戸　実

第五中学校 伏見　憲子

堀口中学校 松尾　邦子
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７　　職員の研修の状況（平成 28 年度　単位：人）

区　分 主な科目 参加人数
内 部 研 修 新採用研修、職員階層別研修、協働のまちづくり研修、ｅラーニング研修   など 622
外 部 研 修 自治大学校や市町村アカデミー、県自治研修所での研修　など 96

計 718

　地方公務員の給与・定員管理については、地方公務員法の趣旨に沿った制度とその運用が図られ、適正な給与水準を維持すべ
きものであり、また、地域に住む皆さんの納得と支持が得られるものでなければならないとされています。
　三沢市の人事行政について広く皆さんのご理解をいただくため、「三沢市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基
づきお知らせします。

１　　職員の任免および職員数に関する状況（単位：人）

部　局 職員数
（H28.4.1）

退職者数
（H28.4.1 ～ H29.3.31）

採用者・部局異動者数
（H28.4.2 ～ H29.3.31）

採用者・部局異動者数
（H29.4.1） 職員数

（H29.4.1）定年 早期 その他 計 採用 他部局から 他部局へ 採用 他部局から 他部局へ
市 　 長 　 部 　 局 302 △ 5 0 △ 1 △ 6 0 0 △ 13 16 7 0 306
病 　 　 　 　 　 院 264 △ 4 △ 2 △ 16 △ 22 5 0 △ 2 20 4 0 269
教　育　委　員　会 39 0 0 △ 4 △ 4 0 0 △ 5 3 6 0 39
議　会　事　務　局 6 △ 1 0 0 △ 1 0 0 △ 1 0 2 0 6

選挙管理委員会事務局 3 0 0 0 0 0 0 △ 1 0 0 0 2
農業委員会事務局 5 0 0 0 0 0 0 △ 1 0 1 0 5
監 査 委 員 事 務 局 3 △ 1 0 △ 1 △ 2 0 0 0 0 2 0 3
消 防 本 部 111 △ 2 0 △ 1 △ 3 0 0 0 2 1 0 111

計 733 △ 13 △ 2 △ 23 △ 38 5 0 △ 23 41 23 0 741

３　　給料表別職員の給与の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在　単位：人、円）

給料表 適用者 人数 平均給料月額 平均年齢
単 純 労 務 職 技 能 労 務 職 員 19 316,468 53.3 歳
公 安 職 消 防 職 員 109 321,005 43.4 歳
医療職（二） 栄 養 士 1
医療職（三） 保 健 師 11 302,827 40.0 歳
企業職（一） 水 道 事 業 職 員 14 284,864 40.0 歳
企業職（二） 水 道 技 能 職 員 1
行 政 職 上記以外の職員 309 302,430 42.0 歳

４　　勤務時間その他の勤務状況

５　　職員の休業、分限、懲戒処分の状況、服務の状況、福祉および利益の保護の状況（平成 28 年度　単位：人）

部　局 処分の状況 年次有給休暇 病気休暇
取得人数

介護休暇
取得人数

育児休業
取得人数

健康診断
受診者数

人間ドック
受診者数分　限 懲　戒 平均取得 平均消化率

市 　 長 　 部 　 局 3 0 11.0 日 28.6% 21 0 9 114 181
病 　 　 　 　 　 院 3 0 6.0 日 16.1% 30 0 33 178 61
教　育　委　員　会 1 0 10.7 日 28.1% 1 0 0 16 20
議　会　事　務　局 0 0 14.3 日 35.7% 0 0 0 2 4

選挙管理委員会事務局 0 0 10.4 日 27.3% 1 0 0 2 1
農業委員会事務局 0 0 10.8 日 33.2% 1 0 0 4 1
監 査 委 員 事 務 局 1 0 17.4 日 43.4% 1 0 0 0 2
消 防 本 部 1 0 11.5 日 29.5% 1 0 0 54 53

計 9 0 9.2 日 24.3% 56 0 42 370 323

始業時刻 8:15
休憩時間 12:00 ～ 13:00
終業時刻 17:00

１日の勤務時間 7 時間 45 分（月曜日～金曜日）
１週間の勤務時間 38 時間 45 分（土・日曜日は週休日）

給料表 適用者 人数 平均給料月額 平均年齢
病院事業単純労務職 病院勤務の技能労務職員 1
病院事業医療職（一） 医　師 22 470,086 42.9 歳
病院事業医療職（二） 病院勤務の技師等 41 270,012 38.3 歳
病院事業医療職（三） 病院勤務の看護師等 184 274,293 36.9 歳
病 院 事 業 行 政 職 上記以外の病院職員 19 327,032 46.6 歳

   三沢市人事行政の運営等の状況を公表します

問い合わせ先　総務課（内線 208）

※対象者が１人のものについては、個人情報が特定されることから
　記載しておりません。

※再任用職員（短時間勤務職員を含む）を含む。

８　　三沢市職員互助会公費負担事業　（平成 28 年度）

三沢市から三沢市職員互助会への公費負担はありません。

６　　職員の退職管理の状況
市ウェブサイトにおいて公開しています。

２　　職員の人事評価の状況

職員が割り当てられた職務を遂行した業績およびその職務の遂行上見られた職員の能力・態度等について、客観的・継続的に把握し、
それを基に個々の能力開発、指導育成、昇任選考等に反映させるため、年１回の職務業績評価および能力評価を実施しています。

職員の勤務時間は、市の条例、規則等で定められています。
業種により一部異なりますが、標準的なものは右記のとおりです。

市政の動き   

秋の狂犬病予防集合注射

　巡回による犬の登録・狂犬病予防注射を実施します。犬を飼っている方で、今年度まだ登録および狂犬病予防注射を行っ
ていない方は、下記の日程を参考にして都合の良い日に予防注射を受けてください。
　都合のつかない方は、動物病院でも受けられます。ただし、注射料金は各病院によって異なります。
注射料金 　3,100 円（新規登録料　3,000 円／生涯 1 回 )

※愛犬家の皆様へお願いです。
1. 放し飼いをしないでください。青森県動物愛護及び管理に関する条例 9・19 条により 10 万円以下の罰金に処されます。
2. 犬の登録・年１回の狂犬病予防注射はお忘れなく。未登録・未注射犬の場合は、狂犬病予防法第４・5・27 条により
　20 万円以下の罰金に処されます。
3. 犬の死亡や譲渡（名義変更等）がある場合も、市役所に届け出が必要です。

問い合わせ先　環境衛生課（内線 279）

月日 時　間 実　施　場　所

1 0
月
1 4
日
㈯

9:00 ~ 9:05 　谷地頭農民研修所前

9:10 ~ 9:15 　新森中央公園前

9:25 ~ 9:30 　塩釜消防屯所前

9:40 ~ 9:45 　消防署北出張所前（六川目）

9:55 ~ 10:05 　淋代地区コミュニティ集会施設前

10:20 ~ 10:30 　鹿中地域集会所前

10:35 ~ 10:45 　三川目消防屯所前

10:55 ~ 11:00 　前平中央公園前

11:05 ~ 11:15 　金村酒店横（大津）

11:20 ~ 11:30 　三沢アイスアリーナ前

13:00 ~ 13:10 　おいらせ農協駐車場（ＡＴＭ側）

13:20 ~ 13:25 　さつきヶ丘公園前（北側）

13:35 ~ 13:45 　日の出地区コミュニティ集会施設前

13:50 ~ 13:55 　泉町地区コミュニティ集会施設前

14:05 ~ 14:10 　南町地区コミュニティ集会施設前

14:20 ~ 14:25 　千代田町地区コミュニティ集会施設前

14:30 ~ 14:35 　新町消防屯所前

14:45 ~ 14:55 　消防署古間木出張所前

15:00 ~ 15:10 　古間木高齢者能力活用センター前

月日 時　間 実　施　場　所

1 0
月
1 5
日
㈰

9:00 ~ 9:10 　上下水道庁舎駐車場

9:15 ~ 9:25 　マックスバリュ駐車場

9:30 ~ 9:40 　滝の沢公園（プール側）

9:50 ~ 10:05 　三沢公園駐車場

10:20 ~ 10:30 　ミス・ビードルドーム（トイレ側）

10:35 ~ 10:45 　松園公園駐車場

10:50 ~ 10:55 　美野原公園前（東側）

11:00 ~ 11:30 　ホーマック駐車場入り口

13:00 ~ 13:10 　こがね公園前（南側）　

13:15 ~ 13:25 　まきば公園前（西側）

13:30 ~ 13:40 　桂温泉入り口

13:45 ~ 13:55 　岡三沢消防屯所前

14:05 ~ 15:00 　市役所裏車庫前

※注射会場での犬のフンはお持ち帰りください。
※首輪・リード等は確実で安全なものを装着してください。

動物病院などで注射を打って証明書が発行されていても、
注射済票（赤い札）の交付手続きを受けていない方は、
市役所での手続きが必要です（手続きをしていないと、
未注射と見なされます）。

農地利用意向調査について

　農業委員会では毎年、農地法第 30 条に基づき『農地
利用状況調査』を行っており、農業委員および農地利用
最適化推進委員が地域の農地が適切に利用されているか
調査しています。
　今年度実施した調査の結果に基づき、遊休化している
と判断した農地の所有者等を対象に、今後その農地をど
のように利用していくのか『農地利用意向調査書』を順
次送付させていただき、ご意向を確認いたします。
　適切な農地管理に対しご理解をいただくと共に、調査
の際はご協力をお願いします。
問い合わせ先　農業委員会事務局（内線 255）

老朽化消火器を回収します

　三沢市防災協会では、秋の火災予防運動の一環として、
老朽化消火器を有料（一部防災協会で費用負担）で回収
します。
回収期間　10 月 18 日（水）～ 10 月 20 日（金）
受付時間　9:00 ～ 17:00
回収場所　育栄管財株式会社（☎ 53-6678）
　　　　　三沢市栄町 1 丁目 31-3808
対  象  者     三沢市内に在住の方
回収費用　1 本につき 1,000 円 （通常 1,500 円、防災
　　　　　協会が 1 本につき 500 円を負担）
回収方法　回収期間内に、育栄管財（株）にお持ちください。
問い合わせ先　
三沢市防災協会事務局（消防本部予防課内）（☎ 54-4279）

  市政の動き
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市政の動き   

今から始めるがん予防！～年に 1 度、がん検診を受けましょう～

　がんは日本人の死因の第 1 位であり、平成 27 年には年間約 37 万人が亡くなっています。がんによる死亡を防ぐため
には、早期発見・早期治療が重要です。
　三沢市の胃・肺・大腸・子宮・乳がん検診受診率は 20 ～ 30％と低い状況です。特に若い世代の検診受診率が低い傾
向にあります。検診は自分の体の状態を知るとても良い機会ですので、年に１度、必ず受けましょう。

※がん検診は三沢市健康ポイント対象事業（各検診 2 ポイント※上限 6 ポイント）です。
問い合わせ先　保健相談センター（☎ 57-0707）

検診項目 対象年齢（H30.3.31 現在） 検診内容 集団検診日程 個別検診日程

胃 40 歳以上の男女 胃部エックス線
11 月 10 日（金）、12 日（日）、
13 日（月）、14 日（火）
※申し込み・検診場所は保健
　相談センターです。

年間を通じて
受診可能です

（実施機関およ
び申し込み方法
については、市
ウェブサイトを
ご覧になるか、
保健相談セン
ターにお問い合
わせください）

肺 40 歳以上の男女 胸部エックス線

大腸 40 歳以上の男女 便潜血検査

乳
40 歳以上の
偶数年齢の女性

乳房エックス線 10 月 2 日（月）、3 日（火）、4 日（水）、
20 日（金）、21 日（土）
※申し込み・検診場所は保健
　相談センターです。

子宮
卵巣

20 歳以上の
偶数年齢の女性

子宮：子宮頚部の細胞診、内診
卵巣：超音波検査
　　　（子宮頸がん検診とセット）

私道の下水道（本管）整備について

　私道への下水道本管の整備は、本来『私有地』であるため、所有者が市の下水道整備基準に従い設置しなければなり
ません。しかし、その工事には多額の費用がかかることから、一定の条件を備えている場合、申請をすることで市が下
水道本管の整備をすることができます。
　その一定の条件とは、以下の７項目です。
①私道の一端が、公共下水道が設置されている公道に接していること。
②公共下水道を設置するために必要な所定の幅員が確保されていること。
③私道に面し、既に居住の用に供している所有者の異なる複数の家屋が
　あり、その大多数が公共下水道設置後速やかに排水設備等を設置する
　旨の確約をしていること。
④私道の所有権を有する者が、私道への公共下水道の設置または地上権
　の設定を承諾していること。
⑤私道の使用期間を公共下水道の存続期間とすること、使用料を無償と
　することを所有者が承諾していること。
⑥私道部分に地上権、抵当権その他の一切の権利が設定されていないこと。
⑦私道部分が分筆されていること。
※詳しくは、市ウェブサイトでご確認いただくか、直接お電話などで
　ご相談ください。
問い合わせ先　下水道課（内線 377）

私道の下水道（本管）
公共下水道

私 道

公道（市道など）
宅 地

  市政の動き

下水道工事のお知らせ

　下水道工事は、快適な住みよい環境を築くための大切
な工事です。
　市では、工事に伴う交通障害など、地域の皆様に及ぼ
す影響が最小限となるよう、安全な工事の施工に努めて
います。
　今年度は、下記に示す春日台地区の市道を中心とした下
水道整備を行いますので、皆様のご協力をお願いします。
工事期間　平成 30 年 3 月末まで
交通規制　片側交互通行または通行止め

問い合わせ先　下水道課（内線 377）

古間木交流
センター

古間木小学校

西古間木
町内会館

三沢商業
高等学校

大聖寺 三沢駅

工事予定路線

賃貸住宅の原状回復トラブルを
防止するために

　国土交通省では、賃借人が賃貸住宅を退去したときの敷
金精算・原状回復をめぐるトラブルが多いことを踏まえて、
トラブル防止の観点からガイドラインを公表しています。
　原状回復をめぐるトラブルの大きな原因として、入居
時・退去時の物件の確認が不十分であることが挙げられ
ています。
　どのような状態の建物または部屋を貸したのかまた借
りたのかを貸主・借主が立ち会って確認しておくことは、
退去時に発見されたキズ・汚損等が入居前からのものな
のか、入居後に生じたものなのかを判断するための大事
な作業です。入居時に日付入りの写真を撮るなど、確認
できるよう記録を残しましょう。
　契約条件は契約当事者間で自由に定めることができ、
当事者間の合意で定めた特約は原則として有効となりま
す。貸主側は契約内容を理解してもらうように努め、借
主側は契約内容を十分に理解して納得した上で契約を締
結するのが重要です。
相談先　▶三沢市消費生活センター（☎ 53-5350）
　　　　　受付時間 8:30 ～ 16:30 （土、日、祝日、年末年始除く）
　　　　▶三沢警察署（☎ 53-3145）▶消費者ホットライン（☎ 188）

『こころのストレス』をチェックしましょう

　三沢市では簡単にメンタルヘルスチェックができる
サービス『こころの体温計』を提供しています。
　こころのストレスを自覚している方もそうで
ない方も、ぜひチェックをしてみましょう！
https://fishbowlindex.jp/misawa/

広 告広 告

防災メールを配信しています
情報メール in 三沢にご登録ください

　市では、緊急情報や災害情報などを電子メールでお知
らせするサービスを実施しています。
配信内容
①緊急情報（災害時の避難勧告や避難所開設情報、大規
　模な事件・事故の情報）
②気象情報（気象特別警報・警報・注意報、地震、津波情報等）
③火災情報（火災発生情報）
④防犯情報（子どもの安全情報、犯罪防止に関する情報）
⑤交通安全情報（交通障害、交通事故発生状況等の情報）
⑥消費生活情報（悪質商法や詐欺等の情報） 
登録方法
〇携帯電話の場合
①ＱＲコードから、または anzenjoho@bousai-misawa.jp
　に空メール（題名や本文が空欄のメール）を送信。
②登録用ウェブページ URL が記載されたメールが届く
　ので、アクセスし登録手続きを行います。
〇パソコンの場合
以下のウェブサイトにアクセスし、トップ
ページの『新規登録』から登録してください。
https://www.bousai-misawa.jp/misawaPub/
問い合わせ先　防災管理課（内線 252）
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市政の動き   

起業経費などを補助します
（起業化支援事業費補助金第 2 次募集）

　起業や新分野への進出など、新たな雇用創出につなが
る事業を行う方に対し、必要経費の一部を補助します。
対　　象　公募要領に定める要件を満たす方
　　　　　※公募要領は、市役所別館 2 階の産業政策課
　　　　　　または市ウェブサイトでご確認ください。
補助金額　補助対象経費の 80％の金額（上限 100 万円）
応募方法　産業政策課に設置および市ウェブサイトに掲
　　　　　載する応募様式に記入の上、持参または郵送
　　　　　でお申し込みください。
募集期間　10 月 31 日（火）まで
※募集締切後、審査会で補助対象者を決定します。
申し込み・問い合わせ先　産業政策課（内線 281）

小学校新入学児童の
健康診断を行います

　平成 30 年４月に小学校に入学するお子さんの健康診
断を行います。該当者には 9 月中旬～ 10 月下旬に案内
を送付します。
　案内が届かない方や指定された日に受診できない方
は、事前に下記へご連絡ください。
該当者　平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月１日生まれ

問い合わせ先　学務課（内線 233）

学　校 月　日 受付時間 健診時間

古 間 木 小 学 校 11 月 10 日（金） 13:15 ～ 13:30 13:30 ～

上 久 保 小 学 校 10 月 19 日（木） 13:00 ～ 13:30 ～

木 崎 野 小 学 校 10 月 24 日（火） 13:10 ～ 13:30 13:40 ～

岡 三 沢 小 学 校 10 月 17 日（火） 13:00 ～ 13:25 13:30 ～

三 沢 小 学 校 10 月 31 日（火） 13:30 ～ 13:50 14:00 ～

三 川 目 小 学 校 10 月　3 日（火） 13:10 ～ 13:20 13:30 ～

お お ぞ ら 小 学 校 10 月 26 日（木） 13:45 ～ 14:00 14:00 ～

健全化判断比率・資金不足比率を公表します

健全化判断比率 三沢市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率 赤字なし 13.28％ 20.00％

連結実質赤字比率
公営企業会計等を含む全会計を対象とした実質赤字額または資
金の不足額の標準財政規模に対する比率

赤字なし 18.28％ 30.00％

実 質 公 債 費 比 率
一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財
政規模を基本とした額に対する比率

   11.1％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基
本とした額に対する比率

    92.4％ 350.0％ ―

　『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』に基づき、
市の財政状況を判断するために設けられた健全化判断比率、
公営企業会計の経営状況を判断する資金不足比率の平成 28
年度の算定結果を公表します。
　算定した結果、いずれの値も適正な水準を保っています。
詳細については市ウェブサイトをご覧ください。
問い合わせ先　財政課（内線 374）

会　　　　計 資金不足比率 経営健全化
基準

三 沢 市 水 道 事 業 会 計 不足額なし

20.0％
三 沢 市 立 三 沢 病 院 事 業 会 計 不足額なし
三沢市食肉処理センター特別会計 不足額なし
三沢市農業集落排水事業特別会計 不足額なし
三 沢 市 下 水 道 事 業 特 別 会 計 不足額なし

広 告広 告
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増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
皆
様
も
、
気
温
の
変
化
に

よ
っ
て
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う

に
、
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
９
月
に
引
き
続

き
、
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ー
や
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
、
三

沢
市
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
家
族
や
ご
友
人
と
一
緒

に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
ね
。

　

先
月
は
、
第
54
回
三
沢
市
敬

老
会
が
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
長
寿
を
心
よ
り

お
祝
い
し
、
三
沢
市
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
ご
功
績

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ち
な
み
に
で
す
が
、
我
が
国

の
65
歳
以
上
の
人
口
が
占
め
る

割
合
は
、国
の
平
成
29
年
版『
高

齢
社
会
白
書
』に
よ
り
ま
す
と
、

過
去
最
高
の
27
・
３
％
と
な
っ

て
お
り
、
国
民
の
３
・
６
人
に

一
人
が
高
齢
者
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆

様
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
健
康

的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
、
今

後
よ
り
一
層
大
切
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
長
寿
の
方
も
若
い
方

も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

長
寿
を
祝
っ
て

▲皆様のご長寿を心よりお祝い申し上げます

九州北部地方・秋田県大雨災害義援金のお礼

　三沢市赤十字奉仕団が 7 月 28 日に行いました九州北
部地方・秋田県大雨災害義援金の街頭募金活動にご協力
いただき、ありがとうございました。
　集められた募金は、日本赤十字社を通じて被災地に送
られます。市民の皆様のご協力に感謝いたします。
集まった募金額　37,675 円
問い合わせ先
三沢市赤十字奉仕団事務局　生活安全課（内線 313）

第 4 回 図書館 Café2017 を開催します

　『ソーシャルファーム　オハナ』によるパウンドケー
キなどのお菓子や飲み物の販売を行います。館内では『語
り聞かせの会』も開催します。ぜひ、お越しください。
日　時　10 月 7 日（土）　10:30 ～ 14:00
場　所　図書館（玄関アプローチ）
問い合わせ先　生涯学習課（内線 379）

一人暮らし高齢者会食会（秋季）の
　　　　　　      参加者を募集します

　三沢市赤十字奉仕団では、老人福祉活動として行う
『秋の一人暮らし高齢者会食会』の参加者を募集します。
　心のこもったおいしい料理と各種催しを一緒に楽しみ
ましょう。
日　　時　10 月 27 日（金）11:00 ～ 14:00
場　　所　市民の森老人福祉センター
定　　員　30 人
参  加  料　無料
対　　象　三沢市在住の 75 歳以上で一人暮らしの方
申込期間　10 月 5 日（木）～ 18 日（水）
※参加者は市のバスで送迎します。
※初めて参加する方や、春の会食会に参加していない
　方を優先させていただきます。
申し込み・問い合わせ先　生活安全課（内線 313）

創業セミナーを開催します

　「経営」「財務」「販路開拓」「人材育成」といった、創
業に必要な経営知識を習得することができます。
日時・内容

場　　所　商工会館
対　　象　創業・起業に興味や関心のある方、検討して
　　　　　いる方など
参  加  料　無料
申込方法　産業政策課に設置および市ウェブサイトに掲
　　　　　載する参加申込書に記入の上、郵送・持参・
　　　　　FAX でお申し込みください。
申し込み・問い合わせ先　産業政策課（内線 281）

月　日 時　間 内　容

10 月　7 日（土） 10:00 ～ 11:30 経営

10 月 10 日（火） 17:30 ～ 19:00 経営

10 月 21 日（土） 10:00 ～ 11:30 財務

10 月 24 日（火） 17:30 ～ 19:00 財務

11 月 11 日（土） 10:00 ～ 11:30 販路開拓

11 月 14 日（火） 17:30 ～ 19:00 販路開拓

11 月 25 日（土） 10:00 ～ 11:30 人材育成

11 月 28 日（火） 17:30 ～ 19:00 人材育成

  市政の動き
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食　　　　改　　　　　　　　　　　　　　　　　　食　　　　堂

三沢市食生活改善員会 - 食改食堂  食

いかバーガー

作り方（所要時間：約 30 分）

① A の食材をみじん切りにする。枝豆と A、B の調味料を混ぜ合わせる。
② ①を４等分にし、油をひいたフライパンに円状に広げ両面を焼き、皿に取っておく。
③ ご飯を軽くつぶし、片栗粉を加え混ぜる。

④
③を８等分にし、ごま油をひいたフライパンに円状に広げて焼く。両面にしょうゆ（分量外）を塗り、焼き色を
つける。

⑤ ④のご飯の間に②の具をはさみ完成。

　三沢市特産のいかや長芋を使ったライスバーガーです。いかは高たんぱく・低カロリーで、皮の部分にはコラーゲンが
たっぷりです。また、タウリンを多く含み、疲労回復や血圧を下げる効果があります。

／材料
4 人分

・スルメイカ………100 ｇ
・長芋………………80 ｇ
・玉ねぎ……………40 ｇ
・人参………………60 ｇ
・パプリカ…………１／４個
・キャベツ…………2 枚
・青じそ……………2 枚
・薄力粉……………大さじ 6
・片栗粉……………小さじ 2
・卵…………………1 個
・塩…………………少々
・しょうゆ…………小さじ 2
・枝豆（茹で）……60 粒
・ごはん……………600 ｇ
・片栗粉……………小さじ 2
・ごま油……………適量

■食生活改善推進員会の活動

だし活事業
　青森県では減塩の一環として、だし活事業が
実施されています。
　今年度、三沢市では 1 歳 6 か月児健診の保護
者を対象に、青森県の『できるだし』を使った
みそ汁の試飲提供を行っています。乳幼児期か
ら減塩に関しての健康活動にふれることで、次
世代へも減塩の普及・定着を図っています。

A

B

M  MCTV Channel Guide
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院内公開講座　

　気になる病気の話っこ

気になる病気の話っこ   

講
師　

市
立
三
沢
病
院

　
　
　

医
療
局
長　

江
渡 

修
司  

医
師

Ⅰ
．
は
じ
め
に

　

気
に
な
る
子
―
欲
し
い
も
の
が
あ
る
と
、
パ
ッ

と
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
り
、
気
に
く
わ
な
い
と

す
ぐ
に
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ
し
た
り
、
じ
っ
と
し

て
い
れ
ず
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
み
た
り
―
お
母
さ
ん

は
全
く
息
つ
く
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
三

〜
四
歳
な
ら
幼
い
か
ら
、
と
済
ま
さ
れ
ま
し
ょ
う

が
、
六
歳
の
子
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
少
し
心
配

で
す
ね
。

　

発
達
障
害
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
「
特
性
」
と
し
て
捉
え
ま
す
。 

″
気
に
な
る
〟

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
「
診
断
」
で
は
な

く
、「
療
育
」
で
あ
り
、
彼
ら
が
将
来
困
ら
ぬ
よ
う
、

気
づ
い
て
、
理
解
し
て
、
育
ん
で
い
け
る
よ
う
に
繋

い
で
い
く
。
こ
れ
が
我
々
大
人
の
役
目
で
す
。　

Ⅱ
．
子
供
の
発
達
の
開
始
と
、
ゴ
ー
ル

　

人
間
の
子
供
は
出
生
後
、
他
の
高
等
動
物
と
異

な
り
、
独
り
歩
き
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に

丸
々
一
年
間
を
要
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
間
の
場

合
は
、全
面
的
な
世
話
を
要
す
る
時
期
が
存
在
し
、

個
別
の
育
ち
／
愛
着
形
成
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ

れ
が
、
発
達
の
始
ま
り
で
す
。

　

で
は
、
発
達
の
ゴ
ー
ル
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
？
そ
れ
は
、「
自
立
」
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

「
自
分
で
生
活
で
き
る
」

「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」

「
人
の
役
に
立
つ
」

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
瞬
間
か
ら
、
自
立
す
る

ま
で
の
全
て
の
過
程
を
親
が
大
人
が
社
会
が
責
任

を
も
っ
て
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

Ⅲ
．
気
に
な
る
子
の
特
性

❶
落
ち
着
き
が
な
い
子

⑴
特
徴

・
気
が
散
り
や
す
く
、
興
味
の
な
い
事
に
集
中
で

　

き
な
い
。

・
行
動
が
衝
動
的
。

・
記
憶
が
苦
手
で
、
記
憶
し
て
も
必
要
な
と
き
に

　

引
き
出
せ
な
い
。

・
何
度
叱
ら
れ
て
も
同
じ
事
を
繰
り
返
す
。

・
気
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
苦
手
。

⑵
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
理
由

　

人
間
は
刺
激
に
対
し
て
感
情
、
欲
望
が
生
じ
る

と
、
反
応
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、
反
射
的
に
行
動

し
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
（
＝
ブ
レ
ー
キ
）。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
お
子
さ
ん
は
、

ブ
レ
ー
キ
が
う
ま
く
効
か
な
い
た
め
、
反
射
的
に

反
応
し
て
し
ま
う
の
で
す
。　

　

さ
ら
に
、人
間
は
、「
経
験
」
し
た
こ
と
を
基
に
、

未
来
を
予
測
し
対
処
し
ま
す
が
、
過
去
を
振
り
返

り
今
に
活
か
す
こ
と
を
考
え
た
り
、
未
来
を
予
測

し
な
い
た
め
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
、
行
動
は

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
な
り
ま
す
。

⑶
育
ち
と
適
切
な
対
処
法

　

落
ち
着
き
の
な
さ
は
、
多
く
は
９
歳
前
後
に
は

消
失
し
ま
す
。
た
だ
し
、
愛
着
形
成
の
遅
れ
や
、

叱
責
過
多
に
よ
り
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
や
大

人
に
対
す
る
反
抗
、
な
ど
の
二
次
的
問
題
を
生
じ

や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
過
去
を
振
り
返
り
考
え

る
事
が
苦
手
な
の
で
、
叱
ら
れ
る
と
僕
は
ダ
メ
な

子
な
ん
だ
、
何
を
や
っ
て
も
で
き
な
い
ん
だ
、
な

ど
と
自
己
否
定
感
を
持
ち
易
く
な
り
ま
す
。
そ
の

先
は
、「
社
会
が
悪
い
、
環
境
の
せ
い
だ
」
と
歪

ん
だ
捉
え
方
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い
い
の

か
。
褒
め
る
こ
と
で
す
。
一
度
叱
っ
た
ら
、
褒
め

る
。
叱
り
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。
努
力
す
れ
ば
そ

れ
だ
け
成
果
が
あ
が
る
と
い
う
実
体
験
を
抱
か
せ

る
こ
と
で
す
。
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
努
力
の
過

程
を
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
就
学
後

な
ら
、
座
席
を
教
壇
の
目
の
前
に
す
る
、
机
に
不

要
な
物
を
置
か
な
い
、
静
か
な
場
所
で
取
り
組
ま

せ
る
な
ど
、
環
境
調
整
が
必
要
で
す
。

❷
こ
だ
わ
り
が
強
い
子
／
過
敏
な
子

⑴
こ
だ
わ
り
行
動

　

手
の
ひ
ら
を
目
の
前
で
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る
。

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
跳
ね
る
。
廻
る
も
の
・
丸
い

も
の
、
特
定
の
記
号
、
マ
ー
ク
に
だ
け
注
目
す
る
。

道
順
、
物
の
位
置
、
同
じ
や
り
方
、
順
番
に
こ
だ

わ
る
。

⑵
過
敏
性
＝
感
覚
過
敏

・
音
が
苦
手
（
サ
イ
レ
ン
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
、

　

冷
蔵
庫
の
音
）

・
水
が
顔
に
か
か
る
の
を
嫌
が
る
、苦
手
な
食
感
（
ネ

　

バ
ネ
バ
、
果
物
の
酸
っ
ぱ
さ
）、
匂
い
（
魚
の
生

　

臭
さ
、整
髪
料
）　

が
あ
り
偏
食
に
な
っ
て
し
ま
う
。

・
光
（
眩
し
い
光
、
点
滅
す
る
蛍
光
灯
、
カ
メ
ラ

　

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）

・
色
（
白
地
に
黒
い
字
は
目
が
チ
カ
チ
カ
し
て
、

　

気
持
ち
が
悪
い
。
青
い
色
を
好
ん
で
使
う
）

①
こ
だ
わ
り
行
動
の
意
味
は
？

　

人
間
は
幼
児
期
に
は
、
人
の
出
す
情
報
と
、
機
械

音
と
を
識
別
し
始
め
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
目
の

前
の
人
の
出
す
情
報
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
と
、
他

の
音
は
遮
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
リ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

こ
だ
わ
り
が
強
い
お
子
さ
ん
は
、
人
の
出
す
情
報
も

機
械
の
音
も
同
じ
よ
う
に
流
れ
込
む
た
め
、
情
報
の

洪
水
の
中
で
立
ち
往
生
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
そ
う

で
す
。「
自
分
の
耳
は
調
整
不
能
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン

だ
」
と
表
現
し
た
人
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
か
ら
自
分
を
守
る
為
の
手
段

が
、
こ
だ
わ
り
行
動
と
い
わ
れ
ま
す
。
決
し
て
、

他
人
と
の
や
り
取
り
を
拒
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
を
理
解
く
だ
さ
い
。

気になる子の話：『落ち着きのない子、こだわりが強い子／過敏な子、読み書きが苦手な子。

～つなげよう将来へ。気づいて、理解し、はぐくんで～』

平成 29 年 8 月 31 日（木）　市立三沢病院会議室

次回の「気になる病気の話っこ」は？

　毎月異なるテーマで行われる講座。気になる病気について
正しい知識を身に付けて、健康な生活を送りましょう。
　
日　時　10 月 19 日（木）18:00 ～ 19:00
場　所　市立三沢病院会議室
　　　　施設北側「救急・夜間出入口」からお入りください
テーマ　身近な不整脈、心房細動の話し
　　　　講師：市立三沢病院　泉山　圭  内科医長　
参加料　無料（駐車料金無料※駐車券を会場へ持参ください）

病院ハートフルコンサート 

　市立三沢病院で毎月行われるコンサートです。入場は無料
でどなたでもお楽しみいただけます。ぜひお越しください。
日　時　10 月 22 日（日）16:00 ～
場　所　市立三沢病院１F ロビー
　　　　施設北側「救急・夜間出入口」からお入りください
テーマ　『親子エレクトーンライヴ』　
　　　　▶出演　諸熊  久美子・諸熊  沙妃
　　　　▶曲目　赤とんぼ、コスモス、与作　ほか
問い合わせ先　ハートフルコンサート実行委員会　成田（☎ 52-6097）

市立三沢病院　〒 033-0022 三沢市大字三沢字堀口 164 番地 65 号（☎ 53-2161）URL http://www.hospital.misawa.aomori.jp/

■市立三沢病院からのお知らせ

  気になる病気の話っこ

②
他
の
特
性
は
？

　

曖
昧
で
抽
象
的
な
こ
と
の
認
識
が
苦
手
な
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
子
は
遠
足
の
事
を

作
文
に
す
る
と
い
う
課
題
が
与
え
ら
れ
る
と
パ

ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。ど
こ
が
面
白
か
っ
た
か
、

と
の
問
い
に
、
皆
で
昼
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
時
、

と
答
え
た
の
で
、
そ
れ
を
書
い
て
み
た
ら
、
と
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
と
、す
ら
す
ら
書
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
子
に
と
っ
て
、
集
合
か
ら
、
帰
宅
ま
で
全
て

が
遠
足
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

逆
に
、
細
か
な
と
こ
ろ
に
目
が
い
く
、
と
い
う

長
所
も
あ
り
ま
す
。
木
を
観
て
い
る
、
と
思
っ
た

ら
一
枚
一
枚
の
葉
っ
ぱ
の
葉
脈
が
綺
麗
だ
、
と
か

端
っ
こ
が
虫
に
食
わ
れ
て
い
る
、
と
か
。
む
し
ろ

こ
の
よ
う
な
行
動
は
観
察
眼
の
鋭
さ
・
才
能
と
し

て
活
か
し
育
み
た
い
も
の
で
す
。

③
乳
児
期
に
気
づ
か
れ
る
サ
イ
ン
は
？

　

一
歳
六
か
月
〜
二
歳
の
時
期
に

・
視
線
が
合
わ
な
い

・
興
味
の
指
差
し
を
し
な
い

・
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
振
り
向
か
な
い

・
他
の
子
（
兄
弟
以
外
）
へ
の
関
心
が
乏
し
い

・
人
見
知
り
し
な
い

　

な
ど
み
ら
れ
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
医

師
に
ご
相
談
下
さ
い
。″
様
子
を
み
る
〟
と
い
う

対
応
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

④
対
処
法

　

こ
だ
わ
り
は
、
あ
る
程
度
は
尊
重
し
、
特
性
を

理
解
し
て
、
育
み
ま
す
。
社
会
生
活
で
困
り
感
が

出
て
こ
な
い
よ
う
に
、
根
気
強
く
解
決
に
導
い
て

い
き
ま
す
。

　

知
覚
過
敏
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
は
特
に
生
理

的
に
不
安
定
な
の
で
、
い
た
ず
ら
に
触
れ
な
い
方

が
無
難
で
す
。

　

一
度
に
複
数
の
情
報
を
提
示
し
な
い
よ
う
に
し

ま
す
（
見
せ
る
時
は
見
せ
る
だ
け
、
言
う
時
は
言

う
だ
け
。
体
に
触
れ
な
が
ら
、話
を
し
な
い
、な
ど
）。

　

こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
子
は
早
期
に
気
づ
い

て
そ
の
時
点
で
療
育
を
介
入
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
い
た

だ
き
ま
す
、
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、
靴
を
揃
え

る
、
順
番
を
守
る
、
な
ど
の
社
会
の
ル
ー
ル
を
学

ぶ
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
早

け
れ
ば
早
い
程
定
着
す
る
事
が
分
か
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
乳
幼
児
期
は
社
会
の
ル
ー
ル
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
で
よ
い
の
で
す
。

❸
読
み
書
き
が
苦
手
な
子

⑴
文
章
を
読
む
こ
と
が
苦
手
な
子

　

単
語
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
読
め
な
い
、
助

詞
を
と
ば
し
て
読
ん
で
し
ま
う
、
な
ど
。

⑵
文
字
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な
子

　

書
か
せ
る
と
、
左
右
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
、
マ

ス
の
中
に
お
さ
ま
っ
た
文
字
が
か
け
な
い
、な
ど
。

⑶
計
算
が
苦
手
な
子

①
特
徴

　

見
た
目
だ
け
で
は
気
付
か
れ
に
く
い
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

（
例
）
幼
稚
園
の
頃
は
、
利
発
で
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
だ
っ
た
女
の
子
。
小
学
校
入
学
し
、
引
き
算
で

５
―
３
＝
８
？
数
の
大
小
を
と
ら
え
に
く
い
特
性

が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
毎
日
居
残
り
勉
強
を

す
る
も
、
全
く
成
果
が
上
が
ら
ず
。
あ
る
日
、
母

親
に
「
私
は
バ
カ
な
の
？
」
と
聞
い
た
こ
と
で
、

初
め
て
気
づ
か
れ
る
こ
と
に
。

　

こ
の
よ
う
な
子
の
特
性
は
、弁
が
立
つ
の
で
、も
っ

と
出
来
る
は
ず
、
と
周
囲
か
ら
過
度
に
期
待
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
怠
け
て
い
る
、
努
力
が
足
り
な

い
、
挙
句
の
果
て
に
は
親
が
甘
や
か
し
て
い
る
、
と

誤
認
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

成
果
の
上
が
ら
な
い
課
題
を
漫
然
と
与
え
ら

れ
、
過
剰
な
負
荷
と
な
り
、
学
習
意
欲
の
低
下
に

つ
な
が
る
、こ
の
状
態
が
積
み
重
な
れ
ば
不
登
校
、

引
き
こ
も
り
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。何
よ
り
、

自
己
否
定
感
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
対
処
法

　

特
性
に
合
わ
せ
た
学
び
方
を
工
夫
し
、
負
担
を
軽

減
さ
せ
る
こ
と
。
こ
う
し
た
特
性
が
あ
り
そ
う
な
子

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
専
門
医
療
機
関
で
、
知
能

検
査
（
ど
の
能
力
が
苦
手
で
、
ど
の
能
力
が
得
意
な

の
か
を
分
析
・
評
価
す
る
検
査
）
を
お
願
い
す
る
こ

と
で
、
対
応
の
指
針
と
す
る
こ
と
も
有
用
で
す
。

　

自
己
肯
定
感
、と
い
う
意
味
で
は
学
習
に
限
ら
ず
、

得
意
な
面
を
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
課
外
活
動
、
何
か
一
つ
で
も
い
い

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

参
考
ま
で
に
、
自
立
に
必
要
な
学
力
と
は
小
学

４
年
生
の
読
み
書
き
算
数
が
定
着
す
る
こ
と
、
と

い
わ
れ
ま
す
。新
聞
を
読
む
事
が
可
能
な
国
語
力
、

買
い
物
と
お
金
の
管
理
が
で
き
る
程
度
の
数
学

力
、
と
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
子
供
が

自
立
ま
で
に
、
不
要
な
自
己
否
定
感
を
持
た
せ
て

し
ま
い
、
大
事
な
芽
を
摘
ん
で
し
ま
う
こ
と
だ
け

は
、
是
が
非
で
も
避
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ
．
将
来
に
つ
な
げ
る
〜

　

子
供
の
発
達
の
開
始
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
、
気
に

な
る
子
に
、
大
人
が
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
は
、早
け
れ
ば
早
い
方
が
良
い
の
で
す
。

親
御
さ
ん
は
気
づ
い
た
ら
、
お
一
人
で
悩
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
保
健
師
を
介
し
、
保
育
士
／
幼
稚
園
教

諭
→
小
学
校
→
中
学
校
→
進
学
／
就
労
、
と
つ
な
い

で
い
き
、
必
要
に
応
じ
医
師
が
介
入
し
ま
す
。
こ
れ

こ
そ
が
、
療
育
で
す
。
子
供
の
特
性
を
理
解
し
、
育

ち
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
発
達
の
ゴ
ー
ル
＝
自
立

へ
と
導
い
て
く
こ
と
こ
そ
が
大
人
の
役
目
で
す
。

　

未
来
は
子
供
た
ち
の
も
の
で
す
。
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市立図書館

先人記念館

☎ 0176-53-6040　URL：http://www.lib.misawa.aomori.jp/
入館料：無料

開館時間９時〜 20 時 ( ㈰㈷ 17 時まで )　休館日：第 1,3,5 月曜日、館内整理日

☎ 0176-59-3009　URL：http://kite-misawa.com/senjin_misawa/
入館料：一般 100 円、小・中学生 50 円※（※土曜日は無料）

開館時間９時〜 17 時（11 月～ 3 月は 16 時まで）　休館日：毎週月曜日 ( 祝日の場合は翌日 )

施設だより   

先人コラム　 
開牧五年紀事より（13）
○綿羊の事（1）

　四月五日羊の子頓
にわか

に卒
お

わる。この子冬初め村家寄
き ぐ う

寓の時に
生まる。生れて漸

ぜ ん じ

次寒に迫り、成長を遂げ得へしや否と案じ
たれども、存外に肥、且つ健なり。
　
　明治 6 年 4 月 5 日、羊の子が突然死んだという書き出しで
あるが、この羊は昨年のうちに太

お お た

田廣
ひ ろ き

城が東京から連れて帰っ
た、「勧農寮にて米

ア メ リ カ

利堅種の上等綿羊牝牡 2 頭試験のために貸
与」された羊の子であった。権令菱

ひ し だ

田重
しげよし

禧が谷地頭を訪れた際、
マキノンは誇らしげにこの羊の子を抱いて見せたという。
　菱田が谷地頭を訪れたのは明治 6 年 3 月 30 日のことであ
るからそれから一週間と経たないうちに羊の子は死んだこと
になる。

　マキノンこれを解剖するに頭脳中に水の溜れるなり。西洋
に多くこの病あり、能

よ

く療するものは針を刺して水を出せり。
頗
すこぶ

る上手に非ざれば施し得ず。羊は畜類中に多病なるものなり。

　

　解剖して脳に水が溜まっていることがわかったとあるが、
前述したマキノンの様子からは羊に異常はなかったようであ
る。また、西洋では多く見られる病気で、優れた腕がなけれ
ば処置を施すことはできないとある。
　次回は当時の綿羊の飼育と太田が連れて帰った羊について
述べていくことにする。

……（2）へ続く

先人コラム　" 開牧五年紀事より " について
明治 12 年（1879）に廣澤安任が著した『開牧五年紀事』を読み、
安任がどのような形で牧場経営を行っていったのかを探る企
画です。（※掲載されている引用文については固有名詞以外の
片仮名を平仮名に置き換え、歴史的仮名遣い及び旧字体を改
めるとともに、句読点を挿入しています。）

イベント情報　※イベントはすべて無料です。
▶書庫開放デー
日　時　10 月 9 日（月）・（祝）10:00 ～ 16:00
場　所　地下書庫１、２階
内　容　地下書庫に所蔵されている、一般書から絵本まで自
　　　　由に閲覧することができます。貸出も可能です！
▶図書館シネマ 66　『ＮＯＲＩＮ　ＴＥＮ』
日　時　10 月 14 日（土）13:30 ～ 15:25（上映時間：110 分）
場　所　３階第 1 会議室
内　容　昭和の初め、冷害と飢饉に苦しむ東北で、稲塚権次
　　　　郎は、「美味しくて、たくさん穫れる米と小麦」を作
　　　　ろうと研究を続け、いま世界の小麦の８０％の基と
　　　　なった “ ＮＯＲＩＮ　ＴＥＮ ” を育種した。農の神と
　　　　呼ばれた男の人生を描く。　　　（主演：仲代  達也）
▶秋のリサイクルブックフェア
日　時　10 月 22 日（日）10:00 ～ 13:00
場　所　３階第１会議室
内　容　図書館で除籍した本や、利用者の皆様からご提供い
　　　　ただいた本を無料でお譲りします。
募　集　ご家庭で不要になった本を募集します。
　　　　募集期間：10 月 3 日（火）～ 21 日（土）
※ご提供いただいた本の取り扱いは、図書館に一任していただきます。
※損傷の激しい本や書き込みのある本は、受け付け出来ない
　場合があります。

▶秋の製本講座①　ポップアップカード作り
日　時　10 月 25 日（水）13:00 ～ 15:30
場　所　３階第１会議室
内　容　モチーフが飛び出すカード作りです。一つの作品と
　　　　してお部屋にも飾っておける素敵なポップアップ
　　　　カードを一緒に作ってみましょう♪
　　　　※刃物を使った作業があります
定　員　８人（成人）
　　　　※募集期間：10 月 1 日～、定員になり次第締め切り

定期イベント情報 
　▶読み聞かせ（毎週木曜日　10 時から 30 分程度）

日　時　10 月 5、12、19、26 日
場　所　1 階こども室
内　容　絵本の読み聞かせ　手遊び

　▶語り聞かせ（語りの会はまなす）
日　時　10 月 7 日（土）　10:00 ～
場　所　3 階第 1 会議室
内　容　絵本の読み聞かせ　手遊び

　▶えいごでよみきかせ
日　時　10 月 8 日（日）　13:00 ～ 13:30
場　所　図書館前アプローチ（雨天の場合は 1 階こども室）

　  内　容　英語の絵本の読み聞かせ。英語の遊び歌も歌います。

お知らせ
今月の休館日（10 月 2、16、30、31 日）

　
寺山修司記念館

県立三沢航空科学館

☎ 0176-59-3434　URL：http://www.terayamaworld.com/museum
　入館料 [ 企画展含む ]：一般 530 円（団体割引あり）、大学生・高校生 100 円、小・中学生 50 円（土曜日は無料）

開館時間９時〜 17 時 ( 入館 16:30 まで )　休館日：毎週月曜日 ( 祝日の場合は翌日 )

☎ 0176-50-7777　URL：http://www.kokukagaku.jp/
入館料：一般 510 円※、高校生 300 円※、中学生以下無料（※団体割引あり）

開館時間９時〜 17 時 ( 入館 16:30 まで )　休館日：毎週月曜日 ( 祝日の場合は翌日 )

  施設だより

10 月 8 日（日）本格始動！「寺山修司アートカレッジ」
　今年 9 年目となる市民向け講座。10 月は、ワークショップ
2 講座・座学 1 講座と盛りだくさん！予約不要、無料です。

●木工造形ワークショップ「寺山修司遊びの劇場」
講　師　simizzy シミージー（造形作家）
日　時　10 月 8 日（日）10:00 ～ 16:00
会　場　ダルマ薬局隣りの空き地
　　　　（中央町 2 丁目）
備　考　動きやすい服装でご参加ください。
　アメリカンデー連携企画！通行止めの中央商店街通りを使っ
て、のびのび遊ぼう。木遊びの天才・シミージーが待ってるよ！

●まち歩き & 造形ワークショップ
講　師　及部克人（武蔵野美術大学名誉教授）
日　時　10 月 14 日（土）13:00 ～ 16:30（予定）
会　場　きらく亭（三沢駅前の食堂）と駅周辺
備　考　・思い出がある布をご持参ください。
　　　　・まち歩きしやすい服装でご参加ください。
　寺山が暮らした三沢駅周辺のまちを歩き、少年時代に思い
を馳せてみよう。日本でのワークショップ第 1 人者、「およよ
ん」こと及部先生が去年に続き再登場！

●座学「寺山修司と青森の街」
講　師　相馬信吉（青森まちかど歴史の庵「奏海（かなみ）」の会会長）
日　時　10 月 28 日（土）14:00 ～ 16:00
会　場　国際交流教育センター　研修室１
　青森市内に残る寺山修司の足跡を調査研究。
その根気強い「地上の痕跡発掘」調査によっ
て、青森時代の寺山像に迫る。

企画展『寺山修司とマンガ』好評につき、
会期延長決定！～ 10 月 15 日（日）まで

　10 月 1 日（日）までの開催を予定していたマンガ展を 2 週
間延長します。
　同時代に切磋琢磨し、互いの作品に影響を
与え合った寺山とマンガ家たち。ジャンルも
さまざまで、カルト的人気を誇る『月刊漫画
ガロ』や少女漫画の黄金世代『花の 24 年組』
の作品など、寺山の審美眼の鋭さに驚きます。
　今回は、雑誌の表紙を手がけたことで有名
な及川正通や上村一夫、少女漫画界の伝説・
竹宮惠子の原画をお借りして展示しています。本物を間近で
見られるこのチャンスを逃すべからず！

めざせパイロット体験教室
　航空自衛隊第 3 航空団から F-2 の現役パイロットをお招きし、
パイロット養成の基礎訓練等をわかりやすく説明してもらいま
す。最後まで聴講していただいた方には、抽選で 3 人にオリジ
ナルラジオ、その他プレゼントがあります。
日　時　10 月 8 日（日）13:30 ～ 14:30
料　金　無料 
場　所　別館マルチメディア AV ホール　

クラシックカーミーティング
　独自の整備によって個性豊かに甦った往年の名車を通して、そ
の造型、メンテナンスなどに興味を持ってもらい、自動車文化と
ともに『ものづくりの精神』を次世代へ伝播継承することを目的
としてクラシックカーの展示・試乗会を開催します。
日　時　10 月 29 日（日）　10:00 ～ 15:00 ※雨天決行
　　　　旧車展示エントリー（違法改造車不可）9:30 ～ 
　　　　旧車試乗体験（オーナー運転）11:00 ～ 12:00
料　金　無料（ただし館内見学の際は入館料がかかります） 
場　所　大空ひろば、第 3 駐車場
協　力　六戸クラシックカー倶楽部

ふれあい FESTA  in  大空ひろば 2017
　生バンド演奏と戦隊ショーを開催します。三沢市まんぷく祭り
と合同で行います！
日時・内容

場　所　三沢航空科学館、大空ひろば

★上記イベント等の問い合わせは、県立三沢航空科学館まで

10/14
（土）

10:30 ～ 13:10 バンド演奏
13:20 ～ 13:50 三沢初登場「にゃんごすたー」
14:00 ～ ビンゴ大会（14 日のみ）※
※ビンゴ大会賞品紹介
　旅行券 10 万円＋ユニバーサルスタジオジャパン
　1Day パスポート 3 名分、倉石牛詰め合わせ、
　Nintendo Switch　ほか 4 商品
※ビンゴカード配布対象
　★航空科学館入館料 - 枚数制限なし
　以下は 500 円ごとに 1 枚【各店舗先着 200 枚】
　★ミュージアムショップ
　★ヒコウキカフェ
　★まんぷく祭 7 店全店

10/15
（日）

宇宙戦隊キュウレンジャーショー（観覧無料）
① 11:00 ～、② 14:00 ～
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出張年金相談のご案内

　八戸年金事務所では、年金の出張相談を実施しています。
日　時　10 月 19 日（木）、12 月 14 日（木）、2 月 15 日（木）
　　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00（受付）
場　所　市役所本館 4 階　第 2 会議室
※相談は予約制のため、原則としてご予約以外のお客様は受
　け付けできません。ご予約は、八戸年金事務所（お客様相
　談室）で、相談日の 1 か月前から受け付けています。
※お越しの際は、年金手帳、年金証書、振込通知書などのほか、
　相談者本人と確認できるものをお持ちください。代理の方
　が来られる際には、委任状および代理人の身分確認ができ
　るもの（運転免許証など）をご用意ください。
申し込み・問い合わせ先
八戸年金事務所（お客様相談室）（☎ 0178-43-7368）
※音声案内が流れたら「5 番」を押してください。　　
※受付は 8:30 ～ 17:15（土、日、祝日、12 月 29 日～１月
　３日を除く）

『中退共』をご存じですか ?

　中小企業退職金共済制度（中退共）とは、中小企業のため
の国の退職金制度です。
　掛金は全額非課税で手数料もかかりません。新規加入の場
合、掛金の一部を国が助成します。社外積立なので管理が簡
単です。
　毎年 10 月は加入促進強化月間です。お気軽にお問い合わ
せください。
問い合わせ先　

（独）勤労者退職金共済機構　中小企業退職金共済事業本部
（☎ 03-6907-1234）

借金とこころの無料相談会を開催します

　弁護士・保健師などがチームとなって、借金の相談だけで
なく、心のケアや生活再建に向けたさまざまな相談に応じま
す。どなたでも相談できますので、お電話ください。
日時・場所

申込方法　電話での事前予約が必要です。
申し込み・問い合わせ先
青森りんごの会事務局（☎ 080-6057-3792）

行政書士無料相談会を実施します

　10 月は全国一斉行政書士制度広報月間です。日常生活で
の困りごとや、必要とする各種書類の作成について、行政書
士が無料で相談に応じます。
日　時　10 月 8 日（日）14:00 ～ 16:00
場　所　イオンモール下田　2 階中間通路
※『行政書士無料相談会』ののぼりが目印です。
問い合わせ先　
青森県行政書士会上三支部（☎ 090-1779-3491）

困ったら   一人で悩まず   行政相談

　10 月 16 日（月）から 22 日（日）は行政相談週間です。
役所が行う仕事に関する苦情や意見、要望があるときは、お
気軽に行政相談委員へご相談ください。相談は無料、秘密は
厳守します。
　相談日・相談場所などについては、毎月広報みさわに掲載
しています（今月号では 35 ページをご覧ください）。
問い合わせ先　
青森行政監視行政相談センター（☎ 017-734-3354）
市役所広報広聴課（内線 215）

日　　時 場　　所
 10 月 14 日（土）13:00 ～ 15:00 三沢市保健相談センター
 11 月 11 日（土）13:00 ～ 15:00 十和田市保健センター
 12 月   2 日（土）13:00 ～ 15:00 三沢市保健相談センター
   1 月   6 日（土）13:00 ～ 15:00 六戸町就業改善センター
   2 月   3 日（土）13:00 ～ 15:00 十和田市保健センター

『六景楽市ブランド』が認定商品を募集します

　三沢市・野辺地町・東北町・横浜町・六ヶ所村・東通村の
農林水産加工品の認定地域ブランド『六景楽市』が、第 22
期の認定商品を公募します。認定商品には、催事出店時の補
助やパッケージデザインの相談など、多くのサポートがあり
ますので、奮ってご応募ください。
応募条件　次の双方を満たす方
　　　　　・上記６市町村にお住まいの方、事業者の方
　　　　　・上記６市町村で生産された農林水産品を主な
　　　　　　食材・原料とする加工品を販売できる方
募集期間　10 月 2 日（月）～ 11 月 2 日（木）
申し込み・問い合わせ先　三沢市商工会（☎ 53-2175）

ⓘ   Information 

第 29 回アメリカンデーを開催します

　日米交流をテーマに、今年で 29 回目となる三沢アメリカ
ンデーが開催されます。ハーレーや儀杖隊のパレードのほか、
アメリカの珍しい食べ物や三沢グルメもたくさん。
　国際色豊かな三沢の魅力を一度に楽しめるイベントです。
ぜひ、お越しください。
日　時　10 月 8 日（日）9:45 ～
場　所　三沢基地正面ゲートから総合体育館
前夜祭を開催します
日　時　10 月 7 日（土）15:00 ～
場　所　公会堂大ホール（米国空軍太平洋音楽隊演奏会）
　　　　アメリカ広場（ロックバンド演奏会）　　　
問い合わせ先　
三沢国際クラブ（☎ 51-1600）※火曜日～金曜日 13:00 ～ 18:00

MISAWA  BBQ  ジャンボリー  2017

　MISAWA BBQ ジャンボリーは三沢市の畜産業を広く紹介
し、参加型のイベントも多数ある今回初開催のイベントです。
　また、県内の道の駅が三沢に集結する、道の駅「くれ馬ぱ
～く」10 周年記念祭も同日開催。みなさんのお越しをお待
ちしています。
MISAWA BBQ ジャンボリー
日　時　10 月 15 日（日）10:45 ～ 19:00
場　所　道の駅みさわ　斗南藩記念観光村
内　容　・バター作り体験　　　・大根おろし大会
　　　　・クラフト体験　　　　・打ち上げ花火
　　　　・三沢バーベキュー（チケット購入者対象／大抽選会）
　　　　・みんなでつくる友達ロード ～ 5000 本キャンドルアート～
　　　　・アキバカート体験運転（有料）　　ほか
道の駅みさわ「くれ馬ぱ～く」10 周年記念祭
日　時　10 月 15 日（日）10:00 ～ 16:30
場　所　道の駅みさわ　くれ馬ぱ～く前広場
内　容　・青森県道の駅フェア　・うまい森 青い森フェア
　　　　・直産友の会 野菜の大バーゲン　　　　
問い合わせ先　
▶ MISAWA BBQ ジャンボリー
　三沢市観光協会（☎ 59-2311）
▶道の駅「くれ馬ぱ～く」10 周年記念祭
　くれ馬ぱ～く（☎ 59-2711）

ハロウィンフェスタ  IN  MISAWA

　あなたも日米ハロウィン仮装パレードに参加しよう！
　お菓子のプレゼントやハロウィン買い物抽選会など、お楽
しみがたくさんのイベントです！
日　時　10 月 21 日（土）11:00 ～
　　　　※仮装パレードの受付は 11:30 からオレンジ広場にて
場　所　中央商店街区（オレンジ広場からアメリカ広場）　
問い合わせ先　三沢市商工会（☎ 53-2175）

第 19 回 W リーグ　弘前大会　三沢大会

JX-ENEOS サンフラワーズ　VS　東京羽田ヴィッキーズ　
　弘前市バスケットボール協会創設 70 周年および三沢市国
際交流スポーツセンター開館を記念した、女子バスケットプ
ロリーグ公式戦が開催されます。リオデジャネイロオリン
ピック出場選手も登場！ぜひご観戦ください。
　チケットの購入方法等については、青森県バスケットボー
ル協会のウェブサイトをご覧になるか、下記へお問い合わせ
ください。
日時・場所

問い合わせ先　
三沢市バスケットボール協会　坂本（☎ 090-7661-4305）
青森県バスケットボール協会　丸谷（☎ 090-1499-2236）
※平日 9:00 ～ 17:00

日　　時 場　　所

 10 月 28 日（土）14:00 ～ 青森県武道館
 10 月 29 日（日）14:00 ～ 三沢市国際交流スポーツセンター

広 告広 告
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『広報みさわ』に広告を掲載しませんか？
　広報みさわは、毎月 14,000 部が印刷され、町内会の皆さまのご協力により各世帯へ配布されています。また、市内の公共施設等にも配布
をおこなっており、多くの市民の皆様へご愛読をいただいております。企業の PR や事業、イベントなどの宣伝にぜひご活用ください。

　掲載は、２つのサイズから選択いただけます。
　使用できる色はシアン・黒の２色です。
　詳しい情報は三沢市ウェブサイトをご覧ください。

問い合わせ先　広報広聴課（☎53-5111 内線 214）

30,000円 /回 15,000 円 / 回
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介護予防講演会を開催します

　皆さんは日ごろから笑っていますか？今回は落語家による
「笑い」がテーマ！笑って得するお話が満載です。老若男女
問わず、どうぞ笑いにお越しください。
　また、各町内で介護予防の活動を行っている「いきいき教室・
おらほの寺子屋」の皆さんが、日頃の活動成果を発表します。
日　時　10 月 26 日（木）12:30 開場
　　　　13:00 ～生きがいづくり活動発表会
　　　　14:00 ～講演「笑って健康！笑いの生活実践」
講　師　落語家　六華亭遊花 氏

岩手県出身、宮城県在住の落
語家。東北弁を駆使し古典落
語を落語噺とするほか、遠野
民話をオリジナル落語とする
など、東北弁をこよなく愛し
コミュニケーションの大切さ
も伝えている。明るく暖かく愛嬌のあるキャラク
ターで、小話を交えながら生活に役立つテクニック
を披露する。

場　所　公会堂　大ホール
参加料　無料
※当事業は三沢市健康ポイント対象事業（3 ポイント）です。
※公会堂に駐車場はありません。公共交通機関を利用するか、
　総合社会福祉センターの駐車場、市営駐車場などをご利用
　ください。
問い合わせ先　介護福祉課（☎ 51-8773）

 Information  ⓘ  

政府広報オンラインをご覧ください

　政府広報は、「国の行政情報に関するポータルサイト」です。
生活に身近な話題や政府の重要課題をピックアップし、記事
や動画などで分かりやすく伝えます。
○政府広報オンライン
　http://www.gov-online.go.jp/

65 歳からの『からだぴんぴん教室』

　年齢とともに、体や頭の衰えを感じる事はありませんか？
この教室では、体の衰えを防ぐためのテクニックを、運動・
食事・歯やお口に関する専門の先生から伝授してもらえます。
対　　象　下記のすべてに当てはまる方
　　　　　① 65 歳以上の市民
　　　　　②介護保険の「要介護」「要支援」「事業対象者」
　　　　　　の認定を受けていない方
　　　　　③医師や運動の先生（理学療法士など）から
　　　　　　運動制限を受けていない方
　　　　　④半年以内に心臓発作や脳卒中を起こして
　　　　　　いない方
日　　時　① 11 月   9 日（木）  13:30 ～（開講式）

（全 6 回）　② 11 月 24 日（金）13:30 ～（運動）
　　　　　③ 12 月   5 日（火）  13:30 ～（歯科）
　　　　　④ 12 月 22 日（金）  13:30 ～（運動）
　　　　　⑤   1 月   9 日（火）  10:00 ～（栄養）
　　　　　⑥   1 月 26 日（金）  13:00 ～ （運動・閉講式）
内　　容　▶からだ元気アップ（運動）
　　　　　▶低栄養予防（栄養）
　　　　　▶お口の元気アップ（歯科）
定　　員　15 人（先着順）
受  講  料　無料
応募方法　お電話か下記窓口に直接
　　　　　お申し込みください。
応募締切　10 月 27 日（金）
※当事業は三沢市健康ポイント対象事業（3 ポイント）です。
申し込み・問い合わせ先　介護福祉課（☎ 51-8773）

チャレンジ  市民ひとり一芸一スポーツ交流祭

　健康増進や各種スポーツ、手工芸の体験を生涯スポーツや
趣味に活用してみませんか？
日 時　10 月 9 日（月）・（祝）9:00 ～ 16:00
参 加 料　無料（材料費は自己負担）
申込み等　各施設窓口へお申し込み・お問い合わせください。

問い合わせ先　（一財）三沢市自治振興公社（☎ 51-1930）

イベント 時　間 備　考 場　所
U-10 三沢地区ミニバス
スキルチャレンジ 10:00 ~ 16:00 観覧のみ 総合体育館

（☎ 53-1218）

天下一武道祭 9:00 ~ 12:00 観覧のみ 武道館
（☎ 57-0050）

アイスホッケー体験会 9:30 ~ 10:45 小学生以下
アイス
アリーナ

（☎ 57-2100）
クロスアイスゲーム 10:45 ~ 12:00 小学生以下

整氷車展示 10:00 ~ 13:00 幼児以上

アクアボール体験 10:00 ~ 12:00 小学生以下 温水プール
（☎ 59-3850）

紙バンドでかご作り

10:00 ~ 15:00 材料費
必要

市民の森
老人福祉
センター 

（☎ 59-3388）

南部さき織り体験会

絵手紙体験会

テニス体験会等 10:00 ~ 15:30 小学生以上
南山テニス
コート

（☎ 51-2091）

ソフトボール交流大会 9:00 ~ 15:20 自由観戦 南山屋外
運動場

（☎ 51-8105）ソフトボール体験 11:50 ~ 12:30 小学生以上

広 告広 告
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時：時間・期間、場：場所、対：対象、定：定員、料：受講料等、申：申し込み（方法）、問：問合・申込先

お知らせ 
屋内温水プール休館のお知らせ
プール清掃のため休館します。
時 10 月 16 日㈪～ 10 月 20 日㈮
問 屋内温水プール（☎ 59-3850）

自動車点検整備推進運動を実施中です
自動車を安全に使用するためには点検・整
備が必要です。日常的な点検はもちろん、1
年毎の定期点検や 2 年毎の車検を確実に実
施しましょう。
問 青森運輸支局検査整備保安部門

（☎ 017-715-3320）

催し
三沢市民文化祭
ぜひご鑑賞・ご観覧ください。
舞台部門：邦楽、ダンス、バレエ、舞踊、
　　　　　ジャズ、合唱 ほか
時 10 月 22 日㈰～ 12 月 3 日㈰

展示部門：きのこ、盆栽、美術、華道、文芸、
　　　　  お茶席 ほか
時 11 月 3 日㈮・㈷～ 11 月 5 日㈰

※きのこ展示は 11 月 2 日㈭、3 日㈮・㈷のみ
※お茶席は 11 月 5 日㈰のみ

場 公会堂
料 無料
問 中央公民館 ( 公会堂内）（☎ 53-8711）

第 38 回営大祭
農畜産物の販売、農作業体験ツアー、学習
成果の展示、就農相談コーナーなどを開催。
オープンキャンパスも併催します。
時 10 月 28 日㈯、29 日㈰ 9:00 ～ 14:00
場 青森県営農大学校（七戸町字大沢 48-8）
問 青森県営農大学校（☎ 62-3111）

公立ぎんなん寮　秋の感謝セール
鉢花、山野草、観葉植物、骨付フランクフ
ルト等の販売、観葉植物のオークションセー
ル、先着 100 人へのプレゼントがあります。
時 10 月 21 日㈯ 9:00 ～ 15:00
場 公立ぎんなん寮（東北町大字大浦字南平）
問 公立ぎんなん寮（☎ 56-5121）

『Kinder  Jam』アメリカ式リトミック 
米軍基地の『キンダージャム』のインスト
ラクターを招き、英語音楽に合わせて体を
動かす親子ふれあい型のプログラムです。
ぜひ、お越しください。
時 10 月 14 日㈯、28 日㈯

10:30 ～ 11:30（受付 :10:00）
場 スカイプラザミサワ　3 階
問 Misawa Access Publications　水尻

（☎ 080-1672-7687）
E-mail:npo.map@gmail.com

講座・教室
市民大学一般教養講座（第 6 講座）
講師：八戸学院大学短期大学部
　　　客員教授　三村   三千代  氏　
演題：奥の細道をよむ
三村さんの臨場感溢れる語りとわかりやす
い解説を聴きに来ませんか？事前申込不要
ですので、気軽にご参加ください。
時 10 月 21 日㈯ 14:00 ～ 15:30
場 公会堂 3 階　第 8・9 集会室
料 無料
問 公会堂（☎ 53-8711）

国際交流　コンテンポラリーダンス教室
柔軟性を養いながら、動きを組み合わせて
音楽に合わせて楽しく踊ります。

【ジュニアクラス】
時 10 月 24 日、11 月 7 日、14 日、28 日

（全て㈫、全 4 回）18:15 ～ 19:15
場 国際交流スポーツセンター 2 階

多目的運動室
対 小学生
料 2,500 円（全 4 回分）

※スポーツ保険 3 回分を含む
【大人クラス】

時 10 月 26 日、11 月 2 日、9 日、23 日
（全て㈭、全 4 回）10:00 ～ 11:00

場 国際交流スポーツセンター 2 階
多目的運動室

対 一般
料 3,500 円（全 4 回分）　

※スポーツ保険 3 回分を含む
問 柊 Dance ＆ Ballet　上野

（☎ 090-4888-8835）

普通救命講習会　
成人の心肺蘇生法や AED の使用方法、異物
除去法などを学びます。
※健康ポイント対象事業（3 ポイント）です。
※災害発生等により中止する場合があります。
時 10 月 21 日㈯ 9:00 ～ 12:00
場 消防本部 2 階講堂

※駐車場は庁舎北側訓練塔敷地内です。
　複数名でお越しの場合は、乗り合わ
　せをお願いします。

定 30 人（先着順）
料 無料
問 消防署救急係（☎ 54-4212   内線 217）

犬のしつけ教室
愛犬の無駄吠え、かみ癖などにお困りの飼
い主さんのために『犬のしつけ教室』を開
催します。特に、生後半年～ 3 年の犬に効
果的です。
時 10 月 21 日㈯ 10:00 ～ 12:00
場 四川目ドッグラン（四川目ふるさと広場）
対 三沢市に登録があり、今年度狂犬病予

防注射を接種している犬と飼い主
定 10 人程度
料 無料
申 お電話でお申し込みください。

※申込締切　10 月 16 日㈪
問 市役所環境衛生課（内線 279）

目指せ男子力 UP ！！㊙料理作戦！
高校生から大人の男性を対象とした料理教
室を開催します。この機会にぜひ参加し、楽
しく料理を学びませんか ?
時 10 月 20 日㈮ 18:00 ～
場 公会堂　調理室
対 高校生以上の男性
定 25 人
料 500 円
申 お電話でお申し込みください。

※申込締切　10 月 16 日㈪
問 市役所生涯学習課（内線 379）
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時：時間・期間、場：場所、対：対象、定：定員、料：受講料等、申：申し込み（方法）、問：問合・申込先

講座・教室
手弁当まなび講座
三沢市を中心とする郷土の自然と歴史をわ
かりやすく学びます。
講師：川村　正　氏

（第 1 回～第 3 回を受講された方は継続し
て受講できます。）
時 第 4 回　10 月 12 日㈭

演題：『戸とは～戸の成立～』
第 5 回　11 月 14 日㈫
演題：『鎌倉・南北朝・戦国時代の
　　　  青森県（予定）』
第 6 回　12 月 8 日㈮
演題：『九戸政実の乱』
※全て 13:30 ～ 15:30　

場 公会堂
定 30 人（先着順）
料 500 円（テキスト代）
問 公会堂（☎ 53-8711）

介護予防教室
一般の方を対象に、介護予防運動について
学びます。汗拭きタオルをお持ちの上、運
動しやすい服装でお越しください。
時 11 月 8 日～ 29 日の各水曜日（全 4 回）

10:00 ～ 11:00
場 武道館柔道場
対 一般
定 20 人（先着順）
料 1,000 円（施設使用料、保険代）
申 10 月 2 日㈪ 9:00 ～
問 武道館（☎ 57-0050）

パソコン講習会「Word 中級編」
Word を用いたイラストの挿入など、応用
的内容を習得しながら、年賀状の作成方法
を学びます。
時 11 月 25 日㈯ 9:50 ～ 15:00
場 小川原湖青年の家研修室 3
対 Word2013 が入ったノートパソコンを

持参できる方（貸出用パソコンが 2 台
あります）

定 10 人（先着順）
料 無料
申 11 月 21 日㈫まで
問 上北視聴覚ライブラリー（☎ 56-2393）

縄文時代の三沢についての講演会を開催します
講師：三沢市生涯学習課　工藤  司　氏
演目：『三沢を掘る～野口貝塚は縄文人の
　　　  ふるさと ? ～』
市内には 100 か所以上の遺跡があることを
ご存知でしたか？野口貝塚をはじめとした
縄文時代の遺跡調査に実際に携わる方から、
縄文時代の三沢について講演いただきます。
時 10 月 17 日㈫ 10:40 ～ 12:00
場 ホテルグランヒルつたや
問 退公連三沢市分会　傳法（☎ 57-1496）

モラロジー生涯学習セミナー
テーマ：『心新たに生きる』
心の力に焦点を当て、講師の体験談や事例
を交えながら、日常生活における悩みや不
安に対処するための手掛かりを学びます。
時 10 月 15 日㈰ 12:50 ～ 17:30
場 商工会館 2 階
料 2,000 円（テキスト別売り 270 円）
問 三沢モラロジー研究所（☎ 57-1010）

募集
JICA ボランティア  秋募集
国際協力機構では、開発途上国の人々と共
に生活して活動を展開する海外でのボラン
ティアを募集しています。
募集期間中、制度説明や体験談発表、応募
相談などで活動について詳しく知ることが
できる説明会を開催します。予約不要・入
場無料・入退場自由です。
時 ① 10 月   1 日㈰ 13:30 ～ 15:30

② 10 月 14 日㈯ 13:30 ～ 15:30
場 ①アスパム 9 階会議室「津軽」

　（青森市安方 1-1-40）
②ねぶたの家ワ・ラッセ 1 階 交流学習室２
　（青森市安方 1-1-1）

問 JICA 東北（☎ 022-223-4772）

極真カラテ　無料体験入門
見学も大歓迎です。
時 10 月の毎週木曜日　18:30 ～ 20:00
場 武道館
対 5 歳以上
問 極真会館　三沢道場　千葉

（☎ 090-2608-9012）

市民ソフトバレーボール大会参加チーム募集
市民ソフトバレーボール大会を開催します。
奮ってご応募ください。
時 11 月 12 日（日）9:00 ～
場 国際交流スポーツセンター
対 ・三沢市民または三沢市在勤であること

・チームまたは個人でスポーツ傷害保
　険に加入していること

料 無料
申 大 会 申 込 書 に 必 要 事 項 を 記 入 の 上、

FAX または郵送で、10 月 27 日㈮まで
にお申し込みください。

問 三沢市バレーボール協会ソフトバレー事務局
大塚（☎ 090-8423-0669）

（FAX:52-7592）

高校生キャリア教育講座
2 月 11 日㈰に開催される『高校生パフォー
マンスライブ』に先駆け、将来の夢に向かっ
て頑張ることの大切さなどについて学ぶ講
座を開催します。
ライブ参加者以外でも受講できますのでお
気軽にご参加ください。
講師：キャリア・デベロップメント・アド   
　　　 バイザー　石岡   百合子 氏
時 第 1 回 :11 月 5 日㈰ 13:00 ～

第 2 回 :12 月 3 日㈰ 13:00 ～
場 そだなす館
対 高校生
問 市民活動団体 Resonance

小山田（☎ 080-1656-5828）

ソフトエアロビクス同好会会員募集
初めての方からシニアの方まで、楽しく汗
を流せるエクササイズです。無料体験もあ
ります。お気軽にご参加ください。
時 毎週火曜日 10:00 ～ 11:00
場 勤労青少年ホーム
対 18 歳～ 75 歳の女性
問 山本（☎ 090-7325-7702）

■休日救急診療（医科）

■医療・介護等無料相談
種　別 実施日 時　間

　■がん・緩和ケア・医療相談   ㈪～㈮   9:00-16:00
　■介護・福祉相談　 毎月第 2 ㈫ 14:00-16:00

（☎ 51-1375　市立三沢病院地域医療連携室内）

■献血情報
場　所 実施日 時　間

ホーマック三沢店 10/9
10:00 - 11:45

13:00 - 16:00

ジャムフレンドクラブエース三沢店 10/28
10:00 - 11:45

13:00 - 16:00

ビードルプラザ（北側駐車場） 10/29
10:00 - 11:45

13:00 - 16:00

スカイプラザミサワ（三沢基地ゲート前） 11/5
10:00 - 12:00

13:00 - 16:00

項　目 　　 実 施 日    （ 対  象  者 ）　 内　容 時　間
　4 か月児健康診査 10/24 ㈫ （H29.06 生） 医師診察・計測など 個別に通知します
　1 歳 6 か月児健康診査 10/12 ㈭ （H28.02 生） 医師診察・計測など 受付 12:45-13:15　2 歳児 歯科健康診査 10/25 ㈬ （H27.05 生） 歯科医師診察、フッ素塗布など
　3 歳児 健康診査 10/11 ㈬ （H26.03 生） 医師診察・聴覚検査、フッ素塗布など 受付 12:30-13:00
　6 ～ 7 か月児相談 10/24 ㈫ 計測、育児相談など 受付   9:30-10:00
　プレママクラス（母乳栄養について） 10/23 ㈪ 助産師講話、演習 受付 13:15-13:30
　産後母乳相談 10/23 ㈪ 個別相談（予約制） ① 9:20 ～、② 10:10 ～、③ 11:00 ～

場所：保健相談センター。当日は母子健康手帳をお持ちください。体調不良、感染症等の際は受診をご遠慮ください。

■両親学級、乳児・幼児の健康診査、健康相談

区　分 実 施 日 時　間 場　所 問い合わせ先　
　■法律相談〔先着 6 名、１名 30 分〕

　法律相談（法テラス青森主催）※ 1 ※２ 10/4、10/18、11/1 13:00 - 16:00 市民相談室（市役所１F） 法テラス青森 ☎ 050-3383-5552
　法律相談（市主催）※ 1, ※ 3 10/31 13:00 - 16:00 市民相談室（市役所１F） 広報広聴課 ☎ 53-5111（内線 345）
　法律相談（社会福祉協議会主催）※ 1, ※ 3 10/17 13:00 - 16:00 社会福祉協議会 ふれあい相談所 ☎ 52-3270

　■人権相談
　人権・行政相談 10/10   9:30 - 12:00 市民相談室（市役所１F） 広報広聴課 ☎ 53-5111（内線 345）
　人権・困りごと相談 10/12、10/26、11/9   9:30 - 15:00 そだなす館 人権・困り事相談所 ☎ 52-7083

　■教育相談 ㈷除く㈪～㈮   8:15 - 16:00 国際交流教育センター 教育相談室 ☎ 53-6060
　■警察安全相談 （随　時） 三沢警察署 三沢警察署総務課 ☎ 53-3145
　■犯罪被害者支援相談（☎相談） ㈷除く㈪～㈮   9:00 - 17:00 － 青森県地方検察庁 ☎ 017-722-1234
　■消費生活相談 ㈷除く㈪～㈮   8:30 - 16:30 生活安全課内（市役所 1F) 消費生活センター ☎ 53-5350
　■家庭・児童・婦人相談 ㈷除く㈪～㈮   9:00 - 16:00 家庭福祉課（総合社会福祉センター内） 家庭福祉課 ☎ 53-5111（内線 381）
　■健康相談

　栄養相談、一般健康相談 ㈷除く㈪～㈮   8:30 - 16:30
保健相談センター 健康推進課

☎ 57-0707
　こころのケア相談（☎相談）※ 3 10/5、11/8   8:30 - 16:30 ☎ 57-0029　こころのケア相談（面接）※ 1, ※ 3 10/16   8:30 - 16:30

※ 1：事前の電話予約が必要です。※ 2：ご利用には収入・資産の状況により一定の制限があります。※ 3：三沢市民が対象です。

■市民無料相談

主　催 実 施 日 場　所 問い合わせ先
　三沢地域子育て支援センター ㈷除く㈪～㈯※ 5 東町一丁目 9-19 （チャリティー第二保育園内） ☎ 53-1176
　ぴこりんパーク ㈷除く㈪～㈯※ 5 美野原二丁目 12-19 （三沢第一幼稚園内） ☎ 53-7772
　子育てサロン　ミルキールーム ㈷除く㈪～㈯※ 5 幸町一丁目 7-15 （働く婦人の家内） ☎ 51-1512
　みさわファミリーサポートセンター ㈷除く㈪～㈯※ 5 幸町一丁目 7-15 （働く婦人の家内） ☎ 50-1518
　いちいすくすくルーム ㈷除く㈪～㈯※ 5 春日台二丁目 154-828 （いちい幼稚園内） ☎ 53-7941

※ 5：相談日時はお問い合わせください。

■育児・子育て支援相談

■子育て情報サイト - 子育てナビ
　http://misawa-city.mamafre.jp/

■三沢市の人口（８月末現在）
男性 19,790 人　 （ ＋　    45 人）
女性 20,358 人　 （ ＋　    32 人）
総数 40,148 人　 （ ＋　    77 人）

世帯数 19,098 世帯 （ ＋    30 世帯）

■認知症簡易チェックサイト - これって認知症？
　http://fishbowlindex.net/misawan/

診療日 医療機関名 電話番号
10/ 1 ㈰ こおり耳鼻科クリニック 53-3387

8 ㈰ こんの医院 0178-56-8066
9 ㈪・㈷ あおぞらクリニック 58-0909

15 ㈰ あいざわクリニック 58-7370
22 ㈰ まつぞのクリニック  52-5050
29 ㈰ 鳴海外科医院 53-3056

11/ 3 ㈮・㈷ 岡三沢診療所 50-1237
5 ㈰ みさわクリニック  53-3739

※受診には電話連絡が必要です。また、都合により当番医が変更となる場合があります。
※診療時間は 9 時から 17 時まで（※こんの医院のみ 9:30 ～ 17:30 まで）。
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Editors' Choice  Ｅ 

三沢まちづくり座談会を開催しました
『
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
』
を
目
指
し
て

　

三
沢
市
で
は
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
今
後
10
年
間
の
方
針
を
定
め
る

計
画
で
あ
る
『
総
合
計
画
』
を
立
て
て

い
ま
す
。

　

教
育
、
福
祉
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
経

済
対
策
を
は
じ
め
、
市
役
所
が
関
わ
る

全
て
の
分
野
に
つ
い
て
の
、
長
期
間
に

わ
た
る
こ
の
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

最
も
基
本
的
な
計
画
と
い
え
ま
す
。

　

計
画
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
最
も
重

視
し
て
い
る
こ
と
は
、「
誰
に
と
っ
て

も
わ
か
り
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
。
三

沢
市
全
体
に
関
わ
る
計
画
と
し
て
、
全

て
の
人
に
ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
方
向

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
計
画
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
は
実
際
に
暮
ら

す
人
々
が
住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る

か
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
広
く
集
め
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
座
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

座
談
会
の
様
子

　

座
談
会
は
、
７
月
25
日
か
ら
９
月
４

日
ま
で
の
間
、
小
中
学
校
を
会
場
に
全

７
回
開
催
し
、
延
べ
１
２
０
人
以
上
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
し
合
う
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る

た
め
、
会
場
ご
と
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、

計
画
の
概
要
を
説
明
。
そ
の
後
、
計
画

に
つ
い
て
わ
か
り
に
く
い
点
は
な
い

か
、
疑
問
に
感
じ
る
点
は
な
い
か
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、
ど
う

す
れ
ば
よ
く
な
る
の
か
、
そ
の
結
果

三
沢
市
は
ど
う
変
わ
る
の
か
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
参
加

し
た
方
々
か
ら
は
、「
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、

「
色
々
な
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
参
考
に
な
っ
た
」、「
自
分
で
考

え
、
意
見
を
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
た
」
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、

平
成
29
年
度
中
に
総
合
計
画
を
策
定
・

公
開
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、計
画
の
大
部
分
が
で
き
た
段
階
で
、

市
役
所
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
計
画
案

を
公
開
し
、
あ
ら
た
め
て
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
す
る
予
定
で
す

（
こ
れ
を″
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
〟
と

い
い
ま
す
）。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
役
所
や
ま
ち
づ

く
り
団
体
の
み
が
行
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

ア
イ
デ
ィ
ア
や
行
動
が
不
可
欠
で
す
。

　

あ
な
た
も
、
未
来
の
三
沢
市
に
つ
い

て
考
え
、
発
言
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

みんなで考える、10 年後の三沢


